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世界へ 羽ばたけ世界へ 羽ばたけ

白鷹町スポーツ栄誉賞白鷹町スポーツ栄誉賞
白
鷹
町
ス
ポ
ー
ツ
栄
誉
賞
の
贈
呈

　

昨
年
の
全
国
高
校
総
体
、
陸
上
男
子

１
１
０
メ
ー
ト
ル
ハ
ー
ド
ル
お
よ
び
４
０
０

メ
ー
ト
ル
ハ
ー
ド
ル
で
２
冠
を
達
成
し
最
優

秀
選
手
に
も
選
出
さ
れ
、
そ
の
他
の
主
要
な

大
会
で
も
全
国
の
頂
点
に
立
っ
た
紺
野
稜

真
選
手（
九
里
学
園
高
等
学
校
３
年
、
白
鷹

中
・
萩
野
出
身
）
に
対
し
て
、
町
か
ら
今
回

新
た
に
創
設
さ
れ
た
、
白
鷹
町
ス
ポ
ー
ツ
栄

誉
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
白
鷹
町
新
春
賀
詞
交
歓
会
に
先

立
ち
行
わ
れ
た
授
賞
式
で
は
、
佐
藤
町
長
よ

り
、「
本
町
の
歴
史
に
残
る
、
輝
か
し
い
功

績
で
あ
り
、
町
の
名
を
全
国
に
広
め
、
町
民

に
深
い
感
動
を
与
え
、
希
望
の
光
を
と
も
し

て
く
れ
た
」
と
、
白
鷹
町
始
ま
っ
て
以
来
の

快
挙
を
称
え
ま
し
た
。
授
賞
を
受
け
た
紺
野

選
手
か
ら
は
、「
高
校
生
活
最
後
の
年
を
い

い
形
で
締
め
く
く
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
こ

で
満
足
す
る
こ
と
な
く
、
次
の
ス
テ
ー
ジ
で

も
更
な
る
活
躍
を
目
指
し
、
そ
し
て
皆
さ
ん

に
良
い
報
告
が
で
き
る
よ
う
に
、
努
力
を
積

み
重
ね
て
い
く
。
」と
今
後
へ
の
決
意
と
、
こ

れ
ま
で
の
支
援
に
感
謝
の
気
持
ち
を
添
え
挨

拶
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
陸
上
競
技
の
名
門
、
筑
波
大
学
へ

進
学
し
、
競
技
力
の
向
上
を
目
指
す
紺
野
選

手
。
国
内
第
一
線
で
活
躍
し
て
き
た
紺
野
選

手
の
更
な
る
飛
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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世界へ 羽ばたけ世界へ 羽ばたけ

令和元年８月　　第 46 回全国中学校陸上競技選手権大会　男子共通四種競技　優勝

令和２年３月　　町功労者表彰　特別表彰受賞

令和４年６月　　第 38 回 U20 日本陸上競技選手権大会　400mH　優勝

令和４年８月　　令和４年度全国高等学校総合体育大会　110mH・400mH　優勝　

　　　　　　　　《大会最優秀選手（男子）》

令和４年 10 月　 第 77 回国民体育大会　少年男子Ａ 300mH　優勝

九里学園高等学校３年　紺野　稜真 選手　
（令和元年度白鷹町立白鷹中学校卒業）

【
主
な
経
歴
】

【目的】
　スポーツの分野において優秀な成績を収め、町民に夢や希望を
与えると共に本町の名声を高める顕著な功績のあった者を表彰
し、その栄誉を称える。
【被表彰者】 
特別栄誉賞
　オリンピック・パラリンピック、世界選手権大会など国際的な
競技大会に、日本を代表して出場した者
栄誉賞
　国民体育大会、全日本選手権大会などの各都道府県の代表選手
が参加する全国規模の大会において、優勝した者
【表彰】
表彰は、表彰状に副賞（金品または記念品）を添えて行う。
◆副賞　・特別栄誉賞　100 万円　　・栄誉賞　50 万円 

白鷹町 スポーツ栄誉賞の新設白鷹町 スポーツ栄誉賞の新設

白
鷹
町
ス
ポ
ー
ツ
栄
誉
賞
授
賞
式
で

　
　
　
　
　
賞
状
を
受
け
取
る
紺
野
稜
真
選
手
（
右
）

第 66 回「山新３P 賞（※）進歩
（プログレス）賞」の栄冠に輝き、
表彰式が１月 30 日山形グランド
ホテルで行われた。主催者を代
表して、寒河江浩二山形新聞社
社長から表彰状が贈られ、「これ
までの活躍が本県活性化の原動
力となり、県民に希望と勇気を
与えてくれた。今後更なる活躍
を期待する。」と激励を受けた。

　表彰状を掲げる紺野選手。
両隣にはこれまでの活躍を支え
続けてきた父の桂馬さん（左）
母の美穂さん（右）

※山新３P賞…地域社会の「平和・
繁栄・進歩」（ピース・プロスペ
リティー・プログレス）に功績
のあった個人、団体、企業にス
ポットを当て、県民とともに顕
彰するもの。山形新聞・山形放
送が提唱し、1958 年に制定。

令和４年度全国高等学校総合体育大会陸上
競技大会（徳島県：鳴門市）400m ハードル
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まちのニュース

会を明るくする運動　沼澤　絆さん（荒砥小４年）

作文コンテストで最優秀賞を受賞社
　山形市総合福祉センターにて開催された“社会を明る

くする運動”作文コンテスト表彰式において、荒砥小学

校４年生の沼澤絆さんが、山形県の最優秀賞を受賞され

ました。同コンテストは、次世代を担う小中学生の皆さ

んに、日常生活の中で犯罪非行について考えたこと、感

じたことを表現していただき、更生保護についての理解

を深めてもらうことを目的に開催されているものです。

　沼澤さんは、ご家族やお友達、地域とのつながりの大

切さやそのあたたかさを表現した作文で最優秀賞を受賞

されました。また、当日は受賞者を代表し、堂々と作文

の朗読発表も行いました。

　この度の受賞、誠におめでとうございます。

表彰状を掲げる沼澤絆さん

れから始まる入試に向けて

白鷹中３年生が「勝ち鬨鮎」をいただくこ
　白鷹中学校３年生の生徒 114 人に、道の駅白鷹ヤナ

公園あゆ茶屋（樋口和貴駅長）より鮎の塩焼きが贈られ

ました。

　毎年受験シーズンになると、入試を控えた生徒に対し

て進路実現に向けて頑張ってほしいという思いを込めて、

あゆ茶屋より「勝ち鬨
どき

鮎」と称し町の魚である鮎の塩焼

きが贈られます。

　給食で鮎を頬張った生徒たちは、「とても香ばしくて、

おいしい」「勝ち鬨鮎の名前のとおり、良い波にのって

入試に向けて頑張りたい」と今後の抱負を力強く語って

くれました。
鮎を頬張る生徒

　白鷹中学校２年生による立志の集い「登り鯉の会」が

開催され、長井市の高橋鯉店（高橋剛社長）よりご協力

いただき、鯉の甘煮を給食で味わいました。

　この日は事前に、高橋社長より鯉食文化の歴史や、鯉

の食べ方が説明され、激流を登った鯉が竜と化した中国

の故事になぞらえ、これから来たる登竜門やさまざまな

苦難を乗り越え、栄光をつかんで欲しいと生徒たちを激

励しました。

　給食では鯉を初めて食べるという生徒も多く、鋭い小

骨に気を付けながら、「とても甘く、濃厚でおいしい」

と笑顔で味わっていました。

難を乗り越え栄光をつかむように

白鷹中学校で「鯉の甘煮」が提供苦

小骨に気をつけながら鯉を食す生徒
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ＴＯＷＮ ＮＥＷＳ

報発信やデザイン方法を学ぶ

白鷹町観光協会「発想ワークショップ」を開催情
　大手広告会社でコピーライター、クリエイティブプロ

デューサーを経験された元白鷹町観光交流大使の青木実

氏を講師に迎え、白鷹町観光協会の研修会として「発想

ワークショップ」が開催され、町内在住、在勤の約 20

名が参加しました。

　新たな商品づくりや、販売プロモーション、情報発

信などに活かすためのアイデアや発想方法を学ぶもの

で、青木氏からは、五感を使って感じることや、多様な

アイデアをどんどん出してつなげていくＮＭ法について、

ワークショップを通じてわかりやすく教えていただきま

した。観光協会ではこれからもデザインや情報発信に関

するセミナー等を複数回予定しています。
参加者者全員で意見を出し合いながら

発想方法を学びました。

　白鷹町芸術文化協会の新春のつどいに合わせて、芸術

文化協会表彰式がパレス松風で開催されました。これは、

長年にわたり芸術文化の向上に貢献された方の功績をた

たえ表彰を行うものです。

　受賞された皆さま誠におめでとうございます。

年にわたる功績をたたえて

令和４年度白鷹町芸術文化協会表彰式を開催長

左から　若柳さん、椎名さん、伊藤さん、

菅間さん、樋口さん

賞 氏　名 加入団体名

芸術文化賞
伊藤　久志さん 池坊たちばな会

若柳　有治さん 白鷹若柳会

奨励賞 樋口　賢次さん 趣味の盆栽

感謝状
  菅間　道雄さん フォトしらたか

椎名登美子さん 侃鶯会白鷹支部

うすぐはじまるワクワクの小学校生活！

新入学児童に町内産のランドセルを贈呈も
　ランドセル贈呈式が１月中旬から各小学校で行われま

した。１月 25 日は東根小学校で行われ、佐藤町長から

「春にはこのランドセルを背負い、元気に登校して欲し

い」と激励の挨拶の後、ランドセルが贈られました。ラ

ンドセルを受け取った新入学児童代表の川井葉久くんは

「体育館でいっぱい遊んで、スポーツも頑張りたい。」と、

春からの小学校生活に胸を躍らせている様子でした。

　この事業は新入学児童の入学を祝いランドセルを贈呈

するもので、今年で７年目を迎えました。贈呈されたラ

ンドセルは、子どもたちが選んだ色に合わせて、町内の

かばん製造業「有限会社らんどーる山形（山口和繁社長）」

でひとつひとつ丁寧に作りあげられたものです。

町長からランドセルを受け取る川井くん（東根小学校）

ランドセルは全 12種類
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Community Development Symposium

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

　
取
得
・
利
用
に
つ
い
て

Ｑ　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ

て
い
て
健
康
保
険
証
や
公
金
受
取
口

座
の
登
録
を
し
た
い
場
合
、
何
を

持
っ
て
ど
こ
へ
行
け
ば
よ
い
の
か
教

え
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ　

健
康
保
険
証
や
口
座
の
登
録
は

役
場
で
も
受
け
付
け
て
い
る
。
窓
口

の
混
雑
具
合
も
あ
る
た
め
、
町
民
課

へ
ご
連
絡
い
た
だ
き
、
予
約
し
て
来

庁
い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
際
は
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
お
よ
び
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
暗
証
番
号
、
口
座
情

報
が
わ
か
る
も
の
を
お
持
ち
い
た
だ

き
た
い
。

Ｑ　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
身
分

証
明
書
と
し
て
年
に
２
～
３
回
程
度

使
用
し
て
い
る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
で
で
き
る
こ
と
と
し
て
他
の

使
用
例
は
あ
る
の
か
。

Ａ　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
保
険
証

に
対
応
し
て
い
る
医
療
機
関
に
お
い

て
、
健
康
保
険
証
と
し
て
使
用
で
き

る
。
ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明
書

ア
プ
リ
を
利
用
し
て
割
引
を
受
け
た

り
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
自
分
の
税

情
報
や
健
康
診
断
の
情
報
を
ス
マ
ホ

や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

Ｑ　

医
療
機
関
を
受
診
す
る
際
、
健

康
保
険
証
の
有
無
は
聞
か
れ
る
が
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
有
無
は
聞
か

れ
な
い
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

提
示
し
た
方
が
よ
い
の
か
。

Ａ
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
保
険
証

で
受
診
い
た
だ
く
と
、
医
師
が
受
診

者
の
健
診
結
果
や
薬
の
情
報
を
見
て

診
断
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

実
施
し
て
い
る
か
は
医
療
機
関
に

よ
っ
て
異
な
る
た
め
、
受
診
し
た
際

に
確
認
い
た
だ
き
た
い
。

Ｑ
　
現
在
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
保

険
証
を
使
用
で
き
る
町
内
の
医
療
機

関
は
あ
る
か
。

Ａ
　
現
在
把
握
し
て
い
る
の
は
、
医

療
機
関
３
か
所
、
調
剤
薬
局
１
か
所

の
４
か
所
で
あ
る
。
（
※
１
月
22
日

現
在
、
医
療
機
関
４
・
調
剤
薬
局
４
）

Ｑ
　
町
内
に
は
多
数
の
医
療
機
関
や

調
剤
薬
局
が
あ
る
が
、
４
か
所
し
か

利
用
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
ま
ず

は
そ
ち
ら
の
整
備
を
先
に
し
て
欲
し

い
。

Ａ
　
国
で
は
、
令
和
５
年
の
春
か
ら

す
べ
て
の
医
療
機
関
で
利
用
で
き
る

よ
う
に
整
備
を
進
め
て

い
く
と
の
こ
と
。

Ｑ
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
健
康

保
険
証
と
し
て
使
っ
た
場
合
、
自
己

負
担
額
は
ど
う
な
る
の
か
。

Ａ
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
保
険
証

対
応
の
医
療
機
関
に
お
い
て
は
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
保
険
証
を
使
っ

た
場
合
は
初
診
料
６
円
、
従
来
の
保

険
証
を
使
っ
た
場
合
は
初
診
料
12
円

か
か
る
。

Ｑ
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
使
い

方
や
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
情
報
を
発

信
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ
　
現
在
は
申
請
い
た
だ
く
と

２
０
，
０
０
０
ポ
イ
ン
ト
の
付
与
が

あ
る
。
今
後
は
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
一
元
化
と

な
っ
て
く
る
。
乗
り
遅
れ
る
こ
と
な

く
こ
の
機
会
に
お
作
り
い
た
だ
き
た

い
。

■
近
年
、
頻
発
化
・
激
甚
化

　
す
る
災
害
に
つ
い
て

Ｑ　

水
害
な
ど
災
害
が
頻
発
し
て
い

る
。
各
世
帯
に
防
災
無
線
を
貸
与
す

る
な
ど
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
は
い

か
が
か
。
ま
た
、
町
内
長
や
組
長
の

連
絡
体
制
や
役
割
が
整
っ
て
お
ら

ず
、
水
害
時
に
動
く
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。

まちづくり座談会
　令和４年 10 月 28 日から 12 月 20 日にかけて、感染症対策を徹底しながら各地区コミュニティセンター

において令和４年度まちづくり座談会を開催しました。６地区で合計 188 人の方にご参加いただきました。

　今年度は、マイナンバーカードについての説明や、各地区の課題や要望などさまざまなご意見をいただきま

した。ありがとうございました。

　このたびいただいたご意見は、今後の町政運営に反映させていただきます。ここでは、皆さんからいただい

たご意見の中から主なものをお知らせします。

【問い合わせ】 企画政策課情報係　☎ 85-6121

たくさんのご意見ありがとうございました！
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Ａ　

災
害
時
は
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
で

の
周
知
や
各
自
主
防
災
組
織
等
を
通

じ
て
連
絡
を
行
い
、
更
に
テ
レ
ビ
の

テ
ロ
ッ
プ
や
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
の
情
報
提
供
を
行
っ
て
い

る
。
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
は
聞
き
取
り

づ
ら
い
部
分
も
あ
る
た
め
、
単
身
高

齢
者
世
帯
等
に
は
個
別
受
信
器
を
貸

与
し
て
お
り
、
取
り
組
み
を
拡
大
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
災
害

初
期
の
段
階
は
近
所
の
方
々
と
声
を

掛
け
合
う
な
ど
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
う
。
避
難
指
示
が
あ
っ
た
場
合

は
、
避
難
所
や
親
戚
の
家
に
行
く
な

ど
命
を
守
る
行
動
を
と
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

Ｑ
　
令
和
４
年
８
月
も
大
変
な
豪
雨

災
害
で
あ
り
消
防
団
や
自
主
防
災
組

織
で
も
さ
ま
ざ
ま
対
応
し
た
。
そ
の

中
で
、
本
部
と
な
か
な
か
連
絡
が
取

れ
な
か
っ
た
。
対
策
本
部
を
は
じ
め

と
す
る
指
示
系
統
の
確
立
を
改
め
て

お
願
い
し
た
い
。

Ａ
　
災
害
の
規
模
に
も
よ
る
が
、
大

き
な
災
害
時
に
は
町
長
を
対
策
本
部

長
と
し
て
、
関
係
各
課
が
集
ま
り
、

随
時
本
部
会
議
等
を
実
施
す
る
な
ど

情
報
共
有
を
図
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

ど
う
し
て
も
現
場
確
認
な
ど
で
、
手

薄
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
ま
で

の
災
害
を
教
訓
と
し
て
、
情
報
を
一

元
化
し
て
対
応
す
る
よ
う
に
、
指
示

を
徹
底
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
と
も
自
主
防
災
組
織
の
皆
さ
ま

と
連
携
し
て
対
応
し
て
い
き
た
い
と

思
う
。

Ｑ
　
災
害
時
の
避
難
所
開
設
に
つ
い

て
、
避
難
所
の
レ
イ
ア
ウ
ト
や
物
資

等
、
な
に
も
な
い
よ
う
な
状
態
。
県

か
ら
は
、
行
政
機
関
と
避
難
所
施
設

と
の
間
で
協
議
し
て
準
備
し
て
い
く

旨
、
指
導
が
あ
る
よ
う
だ
。
し
っ
か

り
と
し
た
話
し
合
い
の
中
で
避
難
所

開
設
に
向
け
対
応
を
お
願
い
し
た

い
。

Ａ
　
町
で
は
、
令
和
２
年
に
避
難
所

開
設
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
各
地

区
の
自
主
防
災
会
に
避
難
所
開
設
の

基
本
方
針
を
策
定
す
る
よ
う
に
お
願

い
し
て
き
た
経
過
が
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
地
区
に
よ
っ
て
は
避
難
所

開
設
の
方
針
に
つ
い
て
確
立
し
て
い

な
い
よ
う
な
状
況
が
あ
る
よ
う
な
の

で
、
町
と
自
主
防
災
会
と
で
内
容
を

詰
め
て
今
後
ス
ム
ー
ズ
な
避
難
所
開

設
を
行
え
る
よ
う
に
対
応
し
た
い
と

思
う
。

■
耕
作
放
棄
地
の
解
消
や

　
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

Ｑ
　
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
と
解

消
に
向
け
、
ど
の
よ
う
な
施
策
を
実

施
し
て
い
る
か
。

Ａ
　
魅
力
あ
る
農
村
農
地
を
作
る
と

い
う
こ
と
で
、
日
本
型
直
接
支
払
や

多
面
的
中
山
間
協
定
面
積
の
維
持
等

の
制
度
を
活
用
し
な
が
ら
農
地
の
保

全
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
県

の
事
業
で
も
あ
る
「
や
ま
が
た
人
・

農
地
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
」
を
活
用

し
な
が
ら
、
ど
う
し
て
も
発
生
し
て

し
ま
う
耕
作
放
棄
地
等
の
再
生
事
業

も
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

Ｑ
　
有
害
鳥
獣
へ
の
対
策
を
お
教
え

い
た
だ
き
た
い
。

Ａ
　
電
気
柵
が
効
果
的
で
あ
り
、
電

気
柵
設
置
へ
の
支
援
を
し
て
い
る
。

家
庭
菜
園
へ
の
補
助
も
お
こ
な
っ
て

お
り
、
ま
た
、
地
域
で
ま
と
ま
っ
て

広
域
的
な
取
り
組
み
を
す
る
際
は
補

助
率
を
上
げ
て
い
る
。
ま
た
、
草
刈

等
を
し
て
い
た
だ
き
山
と
人
の
住
む

境
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
有
害
鳥
獣
へ

ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
も
効
果
的
で
あ

る
。
実
の
な
っ
た
柿
の
木
な
ど
の
放

任
果
樹
に
も
寄
っ
て
く
る
た
め
、
そ

う
い
っ
た
放
任
果
樹
を
な
く
す
こ
と

も
必
要
で
あ
り
皆
さ
ま

に
も
ご
協
力
い
た

だ
き
た
い
。

■
空
き
家
の
利
活
用
に
つ
い
て

Ｑ
　
自
治
体
で
空
き
家
内
の
家
財
道

具
や
ゴ
ミ
を
処
理
し
、
移
住
者
を
迎

え
て
い
た
り
す
る
事
例
が
あ
る
。
解

体
よ
り
も
新
し
い
活
用
の
仕
方
を
町

で
提
案
で
き
る
と
良
い
と
感
じ
る
。

Ａ
　
空
き
家
内
の
家
財
道
具
や
ゴ
ミ

の
処
理
は
権
利
の
問
題
も
あ
り
、
町

で
対
応
す
る
こ
と
が
難
し
い
問
題
で

は
あ
る
が
、
そ
う
い
っ
た
事
例
も
あ

る
と
の
こ
と
で
今
後
検
討
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。

　掲載した内容のほかにも、林業再生に向けた取り組み、

子育て支援の取り組み、少子化による学校のあり方、地域

づくりへの支援など、幅広い分野にわたって意見交換を行

いました。

　いただいた意見をまとめたものは

企画政策課および各地区コミュニ

ティセンターでご覧いただけます。

また町のホームページでもご覧い

ただけます。

▲ホームページ

QRコード
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　私たちが生活している町を住みよい町としていくため

には、私たち自らがまちづくりに参画して知恵を出し合

い、一つずつ行動に移していくことが必要です。その一

つの方法として、協働のまちづくり条例では、町が設置

するさまざまな審議会等の委員を選任するにあたり、自

ら参画しようという方の募集について定めています。

　今回は、右記の各審議会等委員を募集します。

【問い合わせ】

各審議会等の所管部署へお問い合わせください。

■
各
審
議
会
等
の
役
割
と
応
募
資
格

➊
白
鷹
町
振
興
審
議
会　

　

町
の
振
興
実
施
計
画
の
策
定
や
変
更

な
ど
の
審
議
、
計
画
の
実
施
に
対
し
て

必
要
な
調
査
な
ど
を
行
う
機
関
で
す
。

●
応
募
資
格
　
町
内
に
住
所
を
有
し
、

　

応
募
時
点
で
満
25
歳
以
上
の
方

●
開
催
予
定
回
数
　
年
２
～
５
回
程
度

●
委
員
報
酬
　
６
，
０
０
０
円
／
日

（
会
議
時
間
が
４
時
間
未
満
の
場
合
は

　

３
，
０
０
０
円
／
日
）

●
所
管
部
署

　
企
画
政
策
課
企
画
調
整
係

　

☎
85

－

６
１
２
３

➋
白
鷹
町
図
書
館
協
議
会

　
図
書
館
を
地
域
住
民
に
密
着
し
た
存

在
に
す
る
た
め
に
、
図
書
館
の
運
営
や

活
動
に
対
し
て
意
見
を
述
べ
る
機
関
で

す
。

●
応
募
資
格
　
町
内
に
住
所
を
有
し
、

　

応
募
時
点
で
満
20
歳
以
上
の
方

●
開
催
予
定
回
数
　
年
２
～
３
回
程
度

●
委
員
報
酬
　
８
，
５
０
０
円
／
年

●
所
管
部
署
　

　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
・
文
化
振
興
係

　

☎
85

－

６
１
４
６

➌
白
鷹
町
都
市
計
画
審
議
会

　
都
市
計
画
道
路
、
都
市
公
園
、
下
水

道
な
ど
の
都
市
計
画
に
関
す
る
事
項
に

つ
い
て
、
調
査
と
審
議
を
行
う
機
関
で

す
。

●
応
募
資
格
　
町
の
都
市
計
画
区
域
内

　

に
住
所
を
有
し
、
応
募
時
点
で
満
25

　

歳
以
上
の
方

●
開
催
予
定
回
数
　
年
２
～
４
回
程
度

●
委
員
報
酬
　
６
，
０
０
０
円
／
日

（
会
議
時
間
が
４
時
間
未
満
の
場
合
は

　

３
，
０
０
０
円
／
日
）

●
所
管
部
署

　
建
設
課
都
市
・
住
宅
係

　

☎
87

－

０
７
８
４

➍
白
鷹
町
下
水
道
事
業
運
営
審
議
会

　

下
水
道
事
業
に
係
る
受
益
者
負
担
金

と
分
担
金
、
使
用
料
な
ど
に
関
し
、
調

査
と
審
議
を
行
う
機
関
で
す
。

●
応
募
資
格
　
町
内
に
住
所
を
有
す
る

　

下
水
道
使
用
者
で
、
応
募
時
点
で
満

　

25
歳
以
上
の
方

●
開
催
予
定
回
数
　
年
２
～
３
回
程
度

●
委
員
報
酬
　
６
，
０
０
０
円
／
日

（
会
議
時
間
が
４
時
間
未
満
の
場
合
は

　

３
，
０
０
０
円
／
日
）

●
所
管
部
署

　
上
下
水
道
課
業
務
係

　

☎
85

－

６
１
３
８

➎
白
鷹
町
水
道
経
営
審
議
会

　
水
道
事
業
の
経
営
そ
の
他
必
要
な
事

項
に
つ
い
て
、
調
査
と
審
議
を
行
う
機

審議会等委員募集

あなたの意見で“しらたか”は変わります。

募集する審議会等と募集委員

 ❶白鷹町振興審議会　　　　　　　２人

 ❷白鷹町図書館協議会　　　　　　５人

 ❸白鷹町都市計画審議会　　　　　２人

 ❹白鷹町下水道事業運営審議会　　２人

 ❺白鷹町水道経営審議会　　　　　３人
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関
で
す
。

●
応
募
資
格
　
町
内
に
住
所
を
有
す
る
水

　

道
使
用
者
で
、
応
募
時
点
で
満
25
歳
以

　

上
の
方

●
開
催
予
定
回
数
　
年
２
～
３
回
程
度

●
委
員
報
酬
　
６
，
０
０
０
円
／
日

（
会
議
時
間
が
４
時
間
未
満
の
場
合
は　

　

３
，
０
０
０
円
／
日
）

●
所
管
部
署

　
上
下
水
道
課
業
務
係

　

☎
85

－

６
１
３
７

■
任
期

　

令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら

　

令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で

■
共
通
す
る
応
募
資
格

(1)
原
則
と
し
て
、
白
鷹
町
の
他
の
審
議
会

　

等
の
委
員
で
な
い
方

(2)
年
間
複
数
回
開
催
さ
れ
る
会
議
な
ど
に

　

出
席
で
き
る
方

(3)
白
鷹
町
の
議
員
お
よ
び
職
員
で
な
い
方

(4)
次
の
基
準
を
満
た
す
方

①
納
税
等
（
町
税
、
各
種
負
担
金
、
使
用

　

料
な
ど
を
含
む
）
の
義
務
を
果
た
し
て

　

い
る
こ
と

②
公
民
権
を
有
し
て
い
る
こ
と

③
破
産
者
で
復
権
を
得
な
い
者
で
な
い
こ

　

と
④
刑
執
行
中
の
犯
罪
歴
が
な
い
こ
と

⑤
暴
力
団
員
等
で
な
い
こ
と

■
応
募
方
法

　

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
所
管
部
署
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
詳
し
い
応
募
要
項
お
よ
び
応
募

用
紙
は
各
所
管
部
署
に
備
え
付
け
て
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
応
募
用
紙
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

■
応
募
締
切

　

３
月
１
日
（
水
）
※
当
日
消
印
有
効

■
選
考
方
法

　

審
議
会
等
委
員
選
考
審
査
会
で
審
査

の
上
、
選
考
し
ま
す
。

■
審
査
結
果

　

応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

■
そ
の
他

　

各
審
議
会
等
の
委
員
は
町
の
非
常
勤

特
別
職
と
し
て
任
命
さ
れ
ま
す
の
で
、

白
鷹
町
個
人
情
報
保
護
条
例
第
３
条
第

２
項
の
適
用
を
受
け
る
と
と
も
に
、
同

条
例
の
規
定
に
違
反
し
た
場
合
（
職
務

上
知
り
得
た
個
人
の
秘
密
を
漏
ら
し
た

場
合
な
ど
）
は
罰
則
の
対
象
と
な
り
ま

す
。

　白鷹町明るい健康都市づくり推進会議は、地域の

実情に即した保健・医療・福祉事業の円滑な推進を

目的として、各種事業計画を具体化していくために

ご意見などをいただく機関です。

●募集人員　３人

●任期　令和５年４月１日～令和７年３月31日

●応募資格

⑴町内に住所を有し、応募時点で満20歳以上の方

⑵保健・医療・福祉事業に関心があり、年２～４回 

　程度の会議に出席できる方

⑶白鷹町の議員および職員でない方

⑷次の基準を満たしている方

①納税（町税等）義務を果たしていること

②公民権を有していること

③破産者で復権を得ない者でないこと

  白鷹町明るい健康都市づくり推進会議の委員を募集します

④刑執行中の犯罪歴がないこと

⑤暴力団員等でないこと

●応募方法　所定の応募用紙に必要事項を記入の

　上、健康福祉課に提出してください。詳しい応募

　要項および応募用紙は健康福祉課に準備していま

　す。また、応募用紙は町ホームページからもダウ

　ンロードできます。

●応募締切　３月１日（水）※当日消印有効

●選考方法　審議会等委員選考審査会で審査の上、

　選考します。

●審査結果　応募者全員に通知します。

●委員謝礼　日額6,000円

※会議時間４時間未満の場合は日額3,000円です。

【申し込み・問い合わせ】健康福祉課　☎86-0213
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●受付期間　令和５年２月 15 日（水）～３月 10 日（金）

●対象児童　小学１年生～６年生で保護者等が就労などにより日中家庭にいない児童（令和５年度　

　　　　　　に入学する児童を含む）

●利用料　　１～３年生：月額 7,000 円／４～６年生：月額 6,000 円（おやつ代を含む）

※利用料は基本金額を示しています。登録形態やサービス加算によって金額が異なります。

※利用料の軽減制度があります。（要保護・準要保護世帯および兄弟で通常利用している世帯が対象）

※申し込みや詳細は、各児童クラブに直接ご連絡ください。（下記開所時間中）

※放課後等デイサービスとの併用もできます。

令和５年度の

放課後児童クラブ（学童保育）利用児童を募集します

施設名 蚕桑っ子クラブ 鮎っ子クラブ エンゼル イン しらたか 東根っ子クラブ

設置場所
蚕桑地区コミュニテ
ィセンター内

白鷹町子育て支援セ
ンター内

愛真こども園 東根小学校内

申込電話番号 ☎ 87-1188 ☎ 87-0084 ☎ 85-3160 ☎ 090-9270-8122

開

所

時

間

月～金曜日 下校時間～午後７時

土曜日

午前７時～午後７時学校代休
長期休暇

休所日
日曜日、祝日、お盆、
年末年始

日曜日、祝日、お盆、
年末年始

日曜日、祝日、年末
年始

日曜日、祝日、お盆、
年末年始

【問い合わせ】健康福祉課子育て支援係　☎ 86-0212

■■  

白
鷹
町
病
院
事
業
職
員
を
募
集
し
ま
す

●
募
集
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員
　

薬
剤
師
・
・
・
・
・
・
1
名

診
療
放
射
線
技
師
・
・
1
名

●
受
験
資
格
　

【
薬
剤
師
】
薬
剤
師
の
免
許
を
有
す

る
方

【
診
療
放
射
線
技
師
】
診
療
放
射
線

技
師
の
免
許
を
有
す
る
方

●
試
験
日
お
よ
び
試
験
会
場
　
応
募

者
へ
個
別
に
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

●
試
験
内
容
　
書
類
選
考
・
作
文
試

験
・
面
接

※
詳
細
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。

●
採
用
予
定
年
月
日
　
採
用
開
始
日

は
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
受
験
申
込

※
随
時
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

※
詳
細
は
お
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

で
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
を
ご

利
用
い
た
だ
き
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
】 

白
鷹
町
立
病
院
事
務
局

☎
85

－

２
１
５
５

※
病
院
で
一
緒
に
働
く
ケ
イ
エ
ス
し

ら
た
か
社
員
（
看
護
補
助
者
・
調
理

師
）
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は

同
様
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

ハローワーク
インターネット

サービス

町立病院
ホームページ

■■  

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
転
出
届
を

　 

提
出
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

　

令
和
５
年
２
月
６
日
か
ら
、
転
出

届
に
つ
い
て
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
通

じ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
届
出
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
方
は
、
転
出
に
あ
た
り
白

鷹
町
役
場
へ
の
来
庁
が
原
則
不
要
と

な
り
ま
す
。

　

電
子
証
明
書
が
有
効
な
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
で
、
日

本
国
内
で
の
引
越
し
を
す
る
方
が
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
ご
自
身
単
身

で
の
引
越
し
の
他
、
ご
自
身
と
同
一

世
帯
員
、
ご
自
身
以
外
の
世
帯
員
の

方
の
引
越
し
で
も
利
用
可
能
で
す
。

※
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
通
じ
て
転
出

届
の
提
出
を
し
た
後
は
、
別
途
、
転

入
先
市
区
町
村
の
窓
口
で
転
入
届
等

の
手
続
が
必
要
で
す
。

※
詳
細
は
デ
ジ
タ
ル
庁

政
策
ペ
ー
ジ
か
ら

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

政策ページ
QR コード
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障がい児福祉サービス事業所のご紹介
お子さんの発達を支援する、町内の福祉サービス事業所をご紹介いたします。

詳しくは各福祉サービス事業所へお問い合わせください。

児童発達支援センター　「にこっと」

《老福センター内で、すでにサービスを開始しています》

◆放課後等デイサービス

　学校の放課後や休業日に、日常生活での基本的な

動作の指導、必要な知識・技術の習得、集団生活の

適応訓練などを行う福祉サービスです。

【対象】小学生～ 18 歳の支援を必要とするお子さん

【定員】10名

【サービス提供日時】月～金曜日　

平日は下校後～午後５時 30 分まで（土日祝日・お

盆休み・年末年始を除く）
学校休業日は午前９時～午後５時 30 分まで

※どちらも延長は午後６時までです。

※学校までお迎えに行きます。（お送りは要相談）

◆障がい児相談支援　
　福祉サービスなどについての相談および利用計画

の作成により、きめ細やかに支援を行います。

【対象】発達や障がいが気になるお子さん

【サービス提供日時】月～金曜日午前９時 30 分～

午後６時まで（土日祝日・お盆休み・年末年始を除く）

《令和５年４月からサービスを開始します》

◆児童発達支援　
　心身の発達が気になるお子さんが安心して日常生

活を送るための支援・訓練を行う福祉サービスです。

【対象】２～６歳（未就学児）の発達や障がいが気

になるお子さん

【定員】10 名

【サービス提供日時】月～金曜日

午前９時～午後３時まで（土日祝日・お盆休み・年

末年始を除く）

※延長は午後５時 30 分までです。

◆保育所等訪問支援

　児童が通う保育園や学校等（以下「保育所等」）

にスタッフが訪問して、保育所等において児童が集

団生活へ適応するための専門的な支援を行います。

【対象】発達や障がいが気になるお子さん

【訪問先】保育所・認定こども園・学校・放課後児

　　　　 童クラブ等

【お問い合わせ】白鷹町大字荒砥甲 1089-5( 令和５年３月まで )

白鷹町大字畔藤 5277 番地７(ひがしね保育園隣接地に令和５年４月にオープンします。)

□相談支援☎ 080-9366-2510　　□放課後等デイサービス・児童発達支援☎ 080-6265-9608

【記事に関するお問い合わせ】健康福祉課福祉係　☎86 ‐ 0111

放課後等デイサービスPOCCOしらたか

【サービス提供日時】月～金曜日　

平日は午後１時 30 分から午後５時まで

（土日祝日・8/11 ～ 8/15・12/30～ 1/4を除く）

学校休業日は午前９時３０分～午後５時まで

※随時見学や相談を受け付けておりますので、お気

　軽にお問い合わせください。

※学校・ご自宅への送迎をしています。

◆放課後等デイサービス

　学校の放課後や休業日に、日常生活での基本的な

動作の指導、必要な知識・技術の習得、集団生活の

適応訓練などを行う福祉サービスです。

【対象】小学生～ 18 歳の支援を必要とするお子さん

【定員】10 名

【お問い合わせ】白鷹町大字滝野 3116-7( 旧鷹山小学校 )　☎ 87-0796

指定障害児相談支援事業所　こぶし

◆障がい児相談支援

　住みなれた地域で安心して生活していただけるよ

う、福祉サービスの利用支援、調整、情報収集など

をお手伝いします。

【対象】発達や障がいが気になるお子さん

【サービス提供日時】月～金曜日

午前８時 30 分～午後５時 15 分 （土日祝 ・ ８/13

～８/15 ・ 12/29～１/ ３を除く）

【お問い合わせ】白鷹町大字鮎貝 3434番地　☎85－5660（担当：竹田）
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令
和
５
年
度
の
使
用
に
つ
い
て
希

望
す
る
団
体
の
代
表
の
方
は
、
必
ず

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

使
用
を
希
望
さ
れ
る
団
体
は
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
申
請
書
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
の
ペ
ー
ジ
に
あ
る
学
校
体
育
施
設

使
用
団
体
登
録
申
請
書
を
使
用
し
、

２
月
27
日
（
月
）
ま
で
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
係
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。（
メ
ー
ル

・F
A

X

で
の
提
出
も
可
能
）

　

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
を
受
け
、
利
用
調
整
会

議
は
開
催
せ
ず
教
育
委
員
会
で
調
整

を
行
い
ま
す
。
結
果
は
申
込
団
体
に

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

教
育
委
員
会
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係

☎
85

－

６
１
４
７[FAX]

85

－

２
１
８
３

（kyouiku@
so.tow

n.shirataka.
yam

agata.jp

）

■■  

学
校
体
育
施
設
等
使
用
の
申
込
み
を
受
け
付
け
ま
す

■■  

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

【
問
い
合
わ
せ
】　

町
民
課
く
ら
し
環
境
係
☎☎
8585

－－

６
１
３
１

６
１
３
１

【
こ
れ
ま
で
の
活
動
に
感
謝
状
】

　

12
月
で
人
権
擁
護
委
員
を
退
任
さ

れ
た
大
村
亨
夫
さ
ん
（
鮎
貝
）
に
、

法
務
大
臣
お
よ
び
白
鷹
町
長
よ
り
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
月
１
日
よ
り
人
権
擁
護
委
員
と

し
て
、
新
た
に
菊
地
洋
子
さ
ん
が
法

務
大
臣
よ
り
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
委

嘱
期
間
は
３
年
間
で
す
。

　

い
じ
め
・
虐
待
・
体
罰
・
差
別
等

の
な
い
社
会
を
め
ざ
し
、
人
権
擁
護

の
た
め
の
啓
発
活
動
や
相
談
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

▼
町
の
人
権
擁
護
委
員

　

菅　
　

文
隆
委
員
（
蚕
桑
）

　

菊
地　

洋
子
委
員
（
鮎
貝
）
新
任

　

嶋
林　

淳
子
委
員
（
荒
砥
） 

　

鈴
木　

和
夫
委
員
（
十
王
）

　

向
田
美
和
子
委
員
（
広
野
）

　

中
村　

裕
之
委
員
（
畔
藤
）

感謝状が贈られた大村さん（右）

委嘱状を受け取った菊地委員（左）

●所在地 : 白鷹町大字鮎貝７３４１番地

●募集戸数 : ２戸 （白鷹町外在住者向け）

・ ２戸のうち、 １戸は令和３年度竣工、 １戸は平

成２２年度竣工

●住宅形式 : 寝室２部屋＋リビングダイニング

キッチン＋浴室

●家賃　　　　

・ ２子までを扶養する世帯…35,000 円

・ ３子以上を扶養する世帯…30,000 円

●入居資格 ： 次のすべてを満たすこと

①子を持つ夫婦世帯で、 お子さんが現在小学校

　 就学前であること （１人以上）

②公営住宅法で定める基準に準じ、 世帯の月額

　 所得の合計が３１3,000 円を超えないこと

③自らが居住するために住居を必要としている

　 こと

④市町村民税を滞納していないこと

⑤暴力団関係者ではないこと

【申込 ・ 問い合わせ】　建設課管理係 ☎ 85-6140

子育て支援住宅入居者を募集します子育て支援住宅入居者を募集します子育て支援住宅入居者を募集します子育て支援住宅入居者を募集します
子育て世帯が安心して生み育てやすい環境作りのために整備した住宅の入居者を募集します。

●期限付入所 ： １番下のお子さんが小学校を卒

業する年の３月３１日まで入居できます。

●申し込みに必要な書類

　入居者全員の所得がわかる書類 （源泉徴収票

の写しなど）、 住民票謄本、 入居予定者全員の

最新の市町村民税納税証明書をご準備のうえ、

建設課管理係までお申し込みください。

●その他 ： 申込者多数の場合は抽選により決定

します。

●募集期間：２月 15 日 （水） ～２月 28 日 （火）

　　　　　　　　 午後５時まで　※土日祝日を除く

●入居者の決定 ： ３月下旬

●入居可能時期 ： ４月上旬

●敷金 ： 家賃の３ヶ月分

　　 広報しらたか   2023. 2 12

町からのお知らせ



　

令
和
５
年
４
月
23
日
執
行
予
定
の

白
鷹
町
議
会
議
員
選
挙
の
立
候
補
予

定
者
説
明
会
及
び
出
納
責
任
者
事
務

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
い
つ　

３
月
23
日

（
木
）

　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～

●
ど
こ
で　

中
央
公
民
館
２
階　

　
　
　
　
　

大
会
議
室

●
そ
の
他　

　

会
場
の
都
合
上
、

　

出
席
は
１
候
補
者

　

に
つ
き
３
名
ま
で
と
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

選
挙
管
理
員
会
事
務
局

☎
85

－

６
１
２
０

■■  

白
鷹
町
議
会
議
員
選
挙
立
候
補
予
定
者
お
よ
び

　 

出
納
責
任
者
事
務
説
明
会
に
つ
い
て

《
立
候
補
届
出
予
定
者
説
明
会
及
び 

 

出
納
責
任
者
説
明
会
》

　

令
和
５
年
４
月
９
日
執
行
予
定
の

山
形
県
議
会
議
員
選
挙
（
長
井
市
・

西
置
賜
郡
選
挙
区
）
の
立
候
補
届
出

予
定
者
説
明
会
及
び
出
納
責
任
者
説

明
会
が
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

●
い
つ　

３
月
７
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～

●
ど
こ
で　

置
賜
総
合
支
庁
２
階

　

講
堂

《
立
候
補
届
出
受
付
》

　

令
和
５
年
４
月
９
日
執
行
予
定
の

山
形
県
議
会
議
員
選
挙
（
長
井
市
・

西
置
賜
郡
選
挙
区
）
の
立
候
補
届
出

受
付
が
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

●
い
つ　

３
月
31
日
（
金
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

●
ど
こ
で　

置
賜
総
合
支
庁
２
階

　

講
堂

【
問
い
合
わ
せ
】

山
形
県
選
挙
管
理
委
員
会
置
賜
地
方

事
務
局　

☎
０
２
３
８

－

26

－

６
１
０
０

■■  

山
形
県
議
会
議
員
立
候
補
届
出
予
定
者
等
説
明
会

 
 
 

お
よ
び
立
候
補
届
出
受
付
に
つ
い
て

22//2626 日［会場］白鷹町営スキー場

［会場］白鷹町営スキー場

楽しいイベ
ント

楽しいイベ
ント

盛りだくさ
ん！

盛りだくさ
ん！

　　2626日日の日中（午前９時～午後４時 30分）はの日中（午前９時～午後４時 30分）は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リフト料金無料！リフト料金無料！
※空からの贈り物実施中は滑走できませんので、ご了承ください。※空からの贈り物実施中は滑走できませんので、ご了承ください。

※混雑が予※混雑が予想されますので、お車でお越しの方は乗り合わせに想されますので、お車でお越しの方は乗り合わせに

　ご協力ください　ご協力ください。

　　　　　　　　　　　　　　【問い合わせ】 白鷹町教育委員会　☎85-6147【問い合わせ】 白鷹町教育委員会　☎85-6147

10： 00～10： 00～
①輪投げでゲット　②抽選会 ①輪投げでゲット　②抽選会 
③空からの贈り物　④紅白餅振る舞い③空からの贈り物　④紅白餅振る舞い

第 38回第 38 回

白鷹スキー場祭り白鷹スキー場祭り
９： 30９： 30
開会セレモニー開会セレモニー
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■■  

「
書
き
損
じ
は
が
き
」
の
回
収
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

山
形
県
高
等
学
校
青
少
年
赤
十
字

連
絡
協
議
会
で
は
「
書
き
損
じ
は
が

き
」
を
換
金
し
て
文
房
具
を
購
入
し
、

発
展
途
上
国
の
子
ど
も
た
ち
に
届
け

る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
高
等
学
校
等
に
お
け
る
回
収
と
同

様
に
、
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
健
康

福
祉
課
で
も
回
収
し
ま
す
の
で
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
受
付
期
間　

令
和
５
年
３
月
31
日

（
金
）
ま
で

●
回
収
で
き
な
い
も
の　

・
あ
て
先
不
明
で
返
さ
れ
た
も
の

・
消
印
が
押
さ
れ
て
い
る
も
の

・
あ
て
先
住
所
や
氏
名
が
黒
く
塗
り

　

つ
ぶ
さ
れ
て
い
る
も
の
（
年
賀
は

　

が
き
の
み
）

・
受
け
取
っ
た
年
賀
は
が
き
（
年
賀

　

状
は
消
印
が
押
さ
れ
な
い
た
め
）

【
受
付
・
問
い
合
わ
せ
】 

日
赤
白
鷹
町
分
区
（
健
康
福
祉
課
福
祉
係
）

☎
86

－

０
１
１
１

■■  

下
水
道
工
事
指
定
業
者
の
指
定
更
新
申
請
に
つ
い
て

　

令
和
４
年
度
に
下
水
道
工
事
指
定

業
者
の
更
新
が
必
要
な
事
業
者
の
方

に
対
し
て
、
１
月
下
旬
に
申
請
案
内

を
郵
送
し
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
、

指
定
更
新
を
希
望
す
る
場
合
は
申
請

案
内
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
申
請
手

続
き
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
対
象
者
　
指
定
事
業
者
証
の
有
効

期
限
が
令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で
の

事
業
者

●
受
付
期
間　

令
和
５
年
２
月
28
日

（
火
）
ま
で

●
申
請
書
類　

・
下
水
道
工
事
指
定
業
者
継
続
指
定

　

申
請
書

・
身
分
証
明
書
又
は
登
記
簿
謄
本

・
履
歴
書
又
は
経
歴
書

・
専
属
す
る
責
任
技
術
者
の
責
任
技

　

術
者
証
の
写

・
納
税
及
び
資
産
に
関
す
る
証
明
書

・
所
有
設
備
機
器
材
調
書
及
び
従
業

　

者
名
簿

・
誓
約
書

※
証
明
書
等
は
原
本
を
添
付
し
て
く

　

だ
さ
い
。

※
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
申
請
書
様
式

　

を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

【
受
付
・
問
い
合
わ
せ
】 

上
下
水
道
課
業
務
係

☎
85

－

６
１
３
８

冬期間は

　水道の検針を

　　　　　休みます
【問い合わせ】

　上下水道課業務係　☎85-6137

　１月～４月までは、積雪によりメーター検針が困難なため、

検針を行いません。

　水道料金 ・ 下水道使用料は、 １２月請求分 （１１月の使用

水量） と同額を請求し、 検針再開の来年５月に精算させて

いただきます。

　冬期間の使用水量が１１月の使用水量と大幅に変動する

ことが予想される場合は、上下水道課までご連絡ください。

○水道管の凍結や漏水事故にご注意ください
　例年、 12 月から３月にかけ水道管の凍結事故が

急増します。 水道管が凍結すると、 水が使えなくな

るだけでなく、 修理費用を要したり、 水道料金が高

額となる場合があります。

○水道管の凍結 ・漏水事故を防止するためには

・ 「不凍水抜栓」 を完全に閉め切り、 蛇口を全開に

　して水抜きをしましょう。

・ 漏水等の発見が遅れ、 水道料金が高額とならな  

　いよう、 冬期間使用しない施設は閉栓手続きを行

　いましょう。開栓・閉栓の手数料はそれぞれ1,000

　円です。

○もし、 水道管が破損したら…
　水道管が破損した場合は、 メーターボックス内の

バルブを閉め、 直ちに水を止めて町指定給水装置

工事事業者にご相談ください。 ただし、 修理代は

自己負担となります。

○漏水の確認方法について○漏水の確認方法について
　自宅内の蛇口を全て閉め、 水道メーターを確認し

てください。 銀色のパイロットマークまたは１リット

ル針が動いている場合は、 どこかで漏水している可

能性がありますので、 町指定給水装置工事事業者

へご相談ください。
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「白鷹町の建築物における木材の利用の促進に関する基本方針（改正案）」に

関する意見（パブリックコメント）の募集について

【募集期間】 ３月14日 （火） まで

【問い合わせ】 農林課林政係　☎87-0218

【閲覧場所】

　農林課、各地区コミュニティセンター、町のホームページ

【意見の提出方法】

　各閲覧場所に置いてある意見送付様式に、氏名、住所等、必要事項をご記入のうえ、郵送、電子メール　　

　または FAX でお寄せください。

　［電子メール］nourin@so.town.shirataka.yamagata.jp　［FAX］ 0238-85-2509

　［郵 送］〒992-0892  白鷹町大字荒砥甲 833番地　白鷹町役場農林課あて

　令和３年６月、「公共建築物等における木材の利用の促進に関する法律」の改正により、「脱炭素社会の実現」

が目的に追加され、木材利用促進の対象が公共建築物から民間建築物を含めた建築物全体に拡大しました。

　白鷹町においても、「脱炭素社会の実現」や「町産木材利用による地域経済の活性化」を目的に、本基本方

針の改定を行うため、現時点における改正案について町民の皆さまからご意見を募集いたします。

パブリックコメント募集

主な改正点

◆木材利用促進の対象を公共建築物から民間建築物を含めた建築物全体に変更いたしました。

◆木材利用促進の意義に、環境保全として脱炭素社会の実現に向けた事項を追加いたしました。

◆木材利用促進のために、木造建築物の設計・施工・建築に携わる人材の育成に向けた事項を追加いたし

　ました。

　　

西置賜総合支庁西置賜河川砂防課　☎ 88-8234 ／白鷹町総務課防災管財係  ☎ 85-6122

　土砂災害から身を守るために、お住まいの

住所が、土砂災害の警戒区域にあたるのか確

認しましょう。大雨警報、土砂災害警戒情報

が発表された場合、又は土砂災害の前ぶれ（前

兆現象）が確認された場合は、早めに避難し

ましょう。

　土砂災害の種類によって、前ぶれに起こる

現象は違います。「がけ崩れ」「土石流」「地

すべり」の前ぶれ（前兆現象）を掲載します

ので、この現象に気づいた場合には、直ちに

周りの人と安全な場所へ避難してください。

また、「いつもと何か違う」と感じたら、県

や町へご連絡ください。

※土砂災害が発生しそうな場合・発生した

　際は下記連絡先までご連絡ください。
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地域包括支援センター ℡86-0112

　認知症高齢者のかたが、徘徊などで家に戻れなくなったり、行方不明となっ　認知症高齢者のかたが、徘徊などで家に戻れなくなったり、行方不明となっ

たときに、早期に発見できるよう、高齢者のかたの情報を事前に登録し高齢たときに、早期に発見できるよう、高齢者のかたの情報を事前に登録し高齢

者ご本人の安全とご家族への支援をする事業です。者ご本人の安全とご家族への支援をする事業です。

おでかけ見守りおでかけ見守り
事前登録制度について事前登録制度について

　◆　◆利用できるかた利用できるかた

　認　認知症等により徘徊や行方不明になるおそれのある、在宅で生活する高齢者とその家族のかた。知症等により徘徊や行方不明になるおそれのある、在宅で生活する高齢者とその家族のかた。

　◆　◆利用の手続き利用の手続き

　　①登録を希望されるかたは、白鷹町地域包括支援センター係もしくは担当ケアマネジャーにご連絡ください。①登録を希望されるかたは、白鷹町地域包括支援センター係もしくは担当ケアマネジャーにご連絡ください。

　②地域包括支援センター係の職員がご自宅にうかがい、手続きについてご案内いたします。　②地域包括支援センター係の職員がご自宅にうかがい、手続きについてご案内いたします。

　　◆◆行方が分からなくなったとき行方が分からなくなったとき

　①行方不明者の届出（警察署に、　①行方不明者の届出（警察署に、ためらわず連絡連絡しましょう。）しましょう。）

　②登録情報の提供（登録された情報を長井警察署及び山形県警察本部へ提供します。その情報をもとに警　②登録情報の提供（登録された情報を長井警察署及び山形県警察本部へ提供します。その情報をもとに警

　　察署は捜索を開始します。）　　察署は捜索を開始します。）

　　◆◆無事が確認できたとき無事が確認できたとき

　　高齢者ご本人が自力で帰宅したり、ご家族や関係者が発見した場合は、すみやかに長井警察署に連絡し　　高齢者ご本人が自力で帰宅したり、ご家族や関係者が発見した場合は、すみやかに長井警察署に連絡し

　てください。　てください。

～日頃から、近所のかたに声をかけておくことも大切です。～～日頃から、近所のかたに声をかけておくことも大切です。～

※詳しくは白鷹町地域包括支援センター係までお問い合わせください。※詳しくは白鷹町地域包括支援センター係までお問い合わせください。

　数え年で今年“100 歳”

を迎えられる 17 人の皆さ

んに、町から賀詞と御祝金

が贈られました。

　これからも素敵な笑

顔で、明るく元気に

お過ごしください。

　 

歩
み
続
け
て
一
世
紀 

―

百
年
目
の寿寿

祝・おめでとうございます

手塚　まつ さん

安部　いし さん

大滝　ちゑ さん

小角　きみ さん

塚原　とき さん

加藤　文夫 さん

伊藤　たけ さん

今野キヨ子 さん

佐藤　ミヱ さん

小松やすゑ さん

衣袋　　幸 さん

鈴木　やゑ さん

大村　潤一 さん

佐藤　いは さん

山上　よね さん

菅野タツヱ さん

小林　房子 さん
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わたしは“白
ふるさと

鷹町”で働いています。

  企業データ

■株式会社喜助（長井市屋城町４番 45 号）

【事業内容】石油類・LP ガスの卸小売り販売、自

動車の販売、自動車車検および整備業等

【従業員数】45 人

【問い合わせ】

☎ 84-1637

　ふるさとの力になれれば、そんな思いで入社し 10 年を

迎えます。現在担当している業務は、住宅に関わるガス設

備の点検、修理、取り付けなどです。ガス漏れ事故が起き

れば大変危険で命に関わるため、常に自覚と責任を持ち、

確認作業を十分に行いながら業務にあたっています。

　また、直接お客さまとお話をする機会が多いので、何で

も気軽に相談していただけるよう、笑顔で対応することも

心がけています。

　相談内容は多岐にわたり、住宅によっ

ては条件も異なるため、それぞれのパ

ターンに合わせ修理等を行っています。

入社当時、先輩に教えていただきながら、

失敗と経験を繰り返して技術を身につけ

てきました。継続することの大切さも会

社には教えていただきました。今後もお

客さまを第一に考え、日々の暮らしを支

える仕事として皆さまのご要望に応えて

いきたいと思います。

株式会社 喜助

佐藤　 翼
つばさ

さん（鮎貝・29 歳）

釣
り
が
趣
味
で
、
暖
か
く
な
れ
ば

釣
り
が
趣
味
で
、
暖
か
く
な
れ
ば

海
釣
り
を
楽
し
み
た
い
で
す
！

海
釣
り
を
楽
し
み
た
い
で
す
！

企業ホームページ

　10 年に一度と言われる大寒波の影響が全国的に続くこの冬は、長靴

やブーツが必需品です。このゴムや皮の長靴が普及するまでは稲ワラで

作ったワラグツを履いていました。そういう事実を理解していますが、

本当に履けるのかと不思議になります。ならば履いてみようと、西川町

のワラグツを購入しました。

　町内産のものと比較すると、足の甲の細工が大きく異なり、生産地の

違いがよくわかります。実際に履いてみると、とても軽くて滑りにくく、

想像以上に暖かでした。ワラクズを入れると雪が上から入らず、脱げに

くくもなります。今の靴のように細かくサイズを合わせる必要がありま

せん。ただ、濡れて乾きにくくなるのは不便でした。

　浅立産のワラグツは「あゆみしる」に展示していますので、ぜひこの

機会にご覧ください。

◆企画展「粒粒辛苦～時には幸福～展」開催中！

期　間：３月 12 日（日）まで

白鷹町大字十王

　　　　　2558番地 1

☎ 88-7160

開館日 ：金 ・土 ・日

時　間 ： ９時～ 17時

み
ん
な
で

つ
む
ぐ

物
　
語

　　▲試し履きの様子　　　　　▲西川町産ワラグツ　

▲浅立産ワラグツ
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『 火喰鳥 （ひくいどり）』　今村　翔吾／著　(祥伝社 )

　最上の先輩から紹介され、読書が苦手な私でも、あっという間にシリーズ１０冊を読破できた

優れ物。出羽新庄藩のぼろ鳶と揶揄される火消し達、その中心は「火喰鳥」の別名を持つ、主人公

の松永源吾。「人の強さとは、人の弱さを知ること。諦めるな。人は誰かと繋がることで強くな

れる。」「命は全て平等だ。必ず、救え！」悪と対峙する男の生き様に魅了されること必至。直木

賞を受賞した今村翔吾氏のデビュー作を、是非ご堪能ください。　　

（白鷹町社会教育委員　荒砥小学校校長　菅原　透）

《おすすめ図書》

◎白鷹町立図書館　　☎ 87-0217

◎開館時間 ： 午前９時～午後７時

◎休館日 ： 毎月第２ ・ 第４木曜日

　　　　　　　　  ３月は９日・23日

《新着図書》

新着図書 著　　者 新着図書 著　　  者

ワンダ―ランド急行 荻原　　浩 日本人がいちばん暮らしやすい間取り図鑑 フリーダムアーキテクツ

罪の境界 薬丸　　岳 ネズミなんびきでゾウになる？（児童書） トレイシー・ターナー

江戸一新 門井　慶喜 アグネスさんとわたし（絵本） ジュリ―・フレット

兜町の男 黒木　　亮 おばあちゃんへのおくりもの（絵本） レイン・スミス

マザーツリー スザンヌ・シマ―ド みてみて！いぬのあかちゃん（絵本） 大塚　健太

( 掲載しているのは新着図書の一部です。）

行こう！行こう！図書館に図書館に

《お知らせ》 海野久子様（鮎貝）より『全釈漢文大系』30 巻『漢詩体系』全 24 巻をいただきました。

１月 28 日（土）大会議室にて柴田晋

平先生を講師に、先生が開発された

星座早見盤（山形版）を作りました。

２月18日（土）中川俊則氏を講師に、

「科学工作遊び」を楽しみます。

「佐藤文隆記念 白鷹宇宙探検隊」「佐藤文隆記念 白鷹宇宙探検隊」

活　　動　　報　　告

10 月７日（金）旧鷹山小学校にて星空探究の学習を

行いました。講師は竹田久次氏です。

10 月 16 日（日）ミーティングコーナーにて、「子

どもの科学ワークショップ」を行いました。講師は

中川俊則氏と山形サイエンスラボの津留俊介先生

（山形大学名誉教授）です。偏光板のしくみに驚

きながら不思議なマジックボックスを作りました。

〈日時〉３月４日（土）

　　　　　 午前 10 時～ 10 時 30 分

〈場所〉中央公民館

　　　 ミーティングコーナー

ＥＥnglish おはなしの会nglish おはなしの会
〈日時〉3 月 17 日（金）

　　　 午後６時～６時 40 分

〈場所〉中央公民館

　　　 ミーティングコーナー

　　　 ♥おたのしみに！

12 月４日（日）大会議室で「宇宙のす

がた」の学習会を行いました。講師

は加藤晃一氏です。宇宙の誕生や広

がりを学び、知りたいことがますま

す増えました。

1 0 月 2 9 日

( 土 ) 夜、 第 ２

回星空探究を行

い、木星や土星、

秋の四角形やカ

シオペア座など

を観察しました。

★隊員は、随時募集しています。　
図書館にご連絡ください。
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新
年
も
吹
雪
の
な
い
日
地
方
自
治
　
　
　
　
　
滝
　
野
　
小
関
　
俊
英

新
年
も
吹
雪
の
な
い
日
地
方
自
治
　
　
　
　
　
滝
　
野
　
小
関
　
俊
英

地
吹
雪
で
視
界
失
う

地
吹
雪
で
視
界
失
う
田田た

ん
ぼ
み
ち

た
ん
ぼ
み
ち

圃
道
圃
道
　
　
　
　
　
　
　
十
　
王
　
守
谷
　
勝
助

　
　
　
　
　
　
　
十
　
王
　
守
谷
　
勝
助

町
あ
げ
て
吹
奏
楽
部
サ
ポ
ー
ト
を
　
　
　
　
　
鮎
　
貝
　
神
保
　
玲
子

町
あ
げ
て
吹
奏
楽
部
サ
ポ
ー
ト
を
　
　
　
　
　
鮎
　
貝
　
神
保
　
玲
子

今
の
子
は
誰
も
知
ら
な
い
「
火
吹
き
竹
」

今
の
子
は
誰
も
知
ら
な
い
「
火
吹
き
竹
」    

　
　
鮎
　
貝
　
植
木
　
英
夫

　
　
鮎
　
貝
　
植
木
　
英
夫

吹
だ
ま
り
あ
わ
て
る
朝
の
家
の
前
　
　
　
　
　
高
　
岡
　
安
部
　
健
一

吹
だ
ま
り
あ
わ
て
る
朝
の
家
の
前
　
　
　
　
　
高
　
岡
　
安
部
　
健
一

吹
き
出
物
気
に
せ
ず
青
春
ま
っ
し
ぐ
ら
　
　
　
高
　
玉
　
髙
橋
　
朝
子

吹
き
出
物
気
に
せ
ず
青
春
ま
っ
し
ぐ
ら
　
　
　
高
　
玉
　
髙
橋
　
朝
子

吹
雪
中
真
夜
中
帰
る
娘
待
つ
長
き
　
　
　
　
　
荒
砥
乙
　
木
口
　
と
よ

吹
雪
中
真
夜
中
帰
る
娘
待
つ
長
き
　
　
　
　
　
荒
砥
乙
　
木
口
　
と
よ

年
の
暮
れ
息
吹
温
存
春
を
待
つ
　
　
　
　
　
　
浅
　
立
　
梅
津
美
千
子

年
の
暮
れ
息
吹
温
存
春
を
待
つ
　
　
　
　
　
　
浅
　
立
　
梅
津
美
千
子

米
寿
で
お
ま
つ
り
思
い
ふ
え
を
吹
く
　
　
　
　
十
　
王
　
守
谷
　
三
郎

米
寿
で
お
ま
つ
り
思
い
ふ
え
を
吹
く
　
　
　
　
十
　
王
　
守
谷
　
三
郎

草
吹
を
吹
い
て
楽
し
む
幼
き
日
　
　
　
　
　
　
佐
野
原
　
竹
田
　
正
子

草
吹
を
吹
い
て
楽
し
む
幼
き
日
　
　
　
　
　
　
佐
野
原
　
竹
田
　
正
子

ニ
ラ
メ
ッ
コ
あ
っ
ぷ
っ
ぷ
う
で
吹
き
出
し
た
　

ニ
ラ
メ
ッ
コ
あ
っ
ぷ
っ
ぷ
う
で
吹
き
出
し
た
　
世
田
谷
区

世
田
谷
区
　
遠
藤
　
八
重

　
遠
藤
　
八
重

新
築
の
吹
き
抜
き
自
慢

新
築
の
吹
き
抜
き
自
慢
皺皺し

わ
し
わ

伸
ば
し
　
　
　
　
　
荒
砥
乙
　
保
科
　
　
努

伸
ば
し
　
　
　
　
　
荒
砥
乙
　
保
科
　
　
努

皆
勤
賞
目
指
し
登
校
猛
吹
雪
　
　
　
　
　
　
　
坂
戸
市
　
安
達
　
　
功

皆
勤
賞
目
指
し
登
校
猛
吹
雪
　
　
　
　
　
　
　
坂
戸
市
　
安
達
　
　
功

吹
く
風
の
雪
の
音
に
も
母
偲
ぶ
　
　
　
　
　
　
菖
　
蒲
　
小
関
　
　
弘

吹
く
風
の
雪
の
音
に
も
母
偲
ぶ
　
　
　
　
　
　
菖
　
蒲
　
小
関
　
　
弘

マ
ス
ク
阻
止

マ
ス
ク
阻
止
法法ほ

ら

ほ

ら螺螺
を
吹
く
に
も
息
切
れ
る
　
　
高
　
玉
　
橋
本
つ
ね
子

を
吹
く
に
も
息
切
れ
る
　
　
高
　
玉
　
橋
本
つ
ね
子

ホ
ラ
吹
い
て
有
言
実
行
ま
ま
な
ら
ぬ
　
　
　
　
十
　
王
　
松
野
い
せ
子

ホ
ラ
吹
い
て
有
言
実
行
ま
ま
な
ら
ぬ
　
　
　
　
十
　
王
　
松
野
い
せ
子

吹
笑
い
で
き
る
新
年
迎
え
た
い
　
　
　
　
　
　
箕
和
田
　
土
屋
　
平
敏

吹
笑
い
で
き
る
新
年
迎
え
た
い
　
　
　
　
　
　
箕
和
田
　
土
屋
　
平
敏

ほ
ら
吹
き
議
員
先
生
化
け
の
皮
　
　
　
　
　
　
箕
和
田
　
土
屋
　
敏
子

ほ
ら
吹
き
議
員
先
生
化
け
の
皮
　
　
　
　
　
　
箕
和
田
　
土
屋
　
敏
子

見
下
げ
る
な
吹
く
コ
ロ
ナ
菌
で
死
を
招
く
　
　
畔
　
藤
　
安
達
　
次
男

見
下
げ
る
な
吹
く
コ
ロ
ナ
菌
で
死
を
招
く
　
　
畔
　
藤
　
安
達
　
次
男

法法ほ

ら

ほ

ら螺螺
吹
き
を
又
始
ま
っ
た
と
眉
ひ
そ
め
　
　
　
山
　
口
　
渡
部
喜
美
子

吹
き
を
又
始
ま
っ
た
と
眉
ひ
そ
め
　
　
　
山
　
口
　
渡
部
喜
美
子

ラ
ッ
パ
吹
く
我
子
の
え
ん
そ
う
心
ひ
か
る
る
　
広
　
野
　
新
野
智
耶
子

ラ
ッ
パ
吹
く
我
子
の
え
ん
そ
う
心
ひ
か
る
る
　
広
　
野
　
新
野
智
耶
子

法
螺
吹
き
も
う
ら
を
か
い
て
聞
い
た
ふ
り
　
　
山
　
口
　
石
川
與
次
衛
門

法
螺
吹
き
も
う
ら
を
か
い
て
聞
い
た
ふ
り
　
　
山
　
口
　
石
川
與
次
衛
門

　町報川柳町報川柳　― 吹吹 ――　　 

次回「獲」二月二十五日まで／「英」三月二十四日まで（※作品には、ふりがなを振ってください）次回「獲」二月二十五日まで／「英」三月二十四日まで（※作品には、ふりがなを振ってください）

白鷹町大字荒砥甲八三三番地　白鷹町役場企画政策課情報係　 宛白鷹町大字荒砥甲八三三番地　白鷹町役場企画政策課情報係　 宛

　令和４年 11 月５日と令和５年１月７日の２回にわたって、本校図書

委員会恒例のボランティア活動である「お話の会」（絵本の読み聞かせ

の会）が町立図書館にて行われました。多くのお子さん・保護者の方が

参加してくださり、楽しんでいただきました。これからも、地域の方々

との関わりをさらに大切にしていきたいと思います。

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

　 フラワー長井線 車両清掃ボランティア フラワー長井線 車両清掃ボランティア

図書委員会「お話の会」ボランティア図書委員会「お話の会」ボランティア 荒高掲示板  

「お話の会」・「車両清掃」

ボランティアを実施！

　荒砥高校・長井工業高校のキャンパス制事業のひとつであるフラワー

長井線車両清掃合同ボランティアを行いました。荒砥高校から 12 名、

長井工業高校から８名の生徒がボランティアに参加し、日ごろお世話に

なっているフラワー長井線の車両を、心をこめてきれいにしました。
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の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ど
な
た
で

も
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。
源
内
邸
の
ソ
ム

リ
エ
横
澤
シ
ェ
フ
が
み
な
さ
ん
に
味
わ
っ

て
い
た
だ
く
美
味
し
い
ワ
イ
ン
を
セ
レ
ク

ト
い
た
し
ま
す
。
下
記
に
内
容
を
載
せ
て

い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
み
な

さ
ん
の
ご
予
約
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

年
９
月
か
ら
地
域
お
こ
し　

　
　
　

協
力
隊
と
し
て
、

N
IP

P
O

N
IA

 
白
鷹
源
内
邸
で
活

動
し
約
半
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す
が
、

源
内
邸
で
の
活
動
に
も
慣
れ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
お
泊
ま
り
い
た
だ
く
お

客
様
に
、
白
鷹
町
や
源
内
邸
に
つ
い

て
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
白
鷹

町
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
食
事
の
際
に
は
、
食
材
と
し
て

使
わ
れ
て
い
る
町
内
産
の
野
菜
な
ど

を
お
客
様
に
説
明
し
て
か
ら
食
べ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

昨
年
12
月
、
源
内
邸
の
食
事
で
提

供
し
て
い
る
ト
マ
ト
の
生
産
者
「
や

さ
い
畑i-m

a
k
e

」
の
土
屋
明
美
さ

ん
、
東
北
芸
術
工
科
大
学
の
学
生
た

ち
と
一
緒
に
、
源
内
邸
で
は
初
と
な

る
ト
マ
ト
マ
ル
シ
ェ
を
開
催
し
ま
し

た
。
そ
の
際
に
は
多
く
の
方
々
に
ご

来
場
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
さ
ら
に
多
く
の
み
な
さ

ん
に
源
内
邸
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た

く
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
企
画
と

し
て
、
来
月
は
「
白
鷹
ワ
イ
ン
会
」

昨

菅
原
　
大ひ

ろ

む夢

83

地域のみなさんと、イベントを開催しました！

トマトマルシェを開催、

たくさんの方々にお越しいただきました！
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白
鷹
町
で
活
動
中
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
令
和
４
年
度
の
活
動
報
告
展

を
開
催
し
ま
す
。
今
年
度
は
４
名
の
隊
員
が
配
属
先
に
お
い
て
活
動
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
展
示
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●いつ　３月１日（水）午後１時～３月 20 日（月）午後３時

●どこで　中央公民館 1 階　町民ラウンジ

　　　　　（中央公民館開館時間：午前８時 30 分～午後 10 時）

◆どなたでもご自由にご覧ください。

※入館時の検温と手指の消毒にご協力をお願いします。

【問い合わせ】企画政策課コミュニティ推進係　☎ 87-0830

令
和
４
年
度

白
鷹
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊

活
動
報
告
展

　

明
治
28
（
１
８
９
５
）
年
４
月
17
日
、

白
鷹
山
虚
空
蔵
尊
の
祭
日
に
川
柳
結
社
天

狗
連
の
「
狂
句
合
」
が
催
さ
れ
た
。
会
を

重
ね
第
４
回
の
大
会
で
あ
っ
た
。
会
場
は

大
蔵
寺
。
天
狗
連
は
「
俺
ほ
ど
川
柳
の
う

ま
い
も
の
は
い
な
い
と
天
狗
に
な
っ
た

者
」
の
結
社
で
あ
っ
た
。　

　

安
達
陽
花
は
天
狗
館
長
、
事
務
員
竹
田

群
雀
、
そ
し
て
天
狗
連
中
が
会
を
仕
切
っ

た
。
全
国
の
川
柳
子
に
呼
び
か
け
て
句
を

募
り
、
投
句
さ
れ
た
川
柳
を
九
世
柄
井
川

柳
が
撰
し
た
。

羽
前
の
白
鷹
雲
を
突
く
虚
空
蔵　
　

柳
愛

養
蚕
を
鷹
の
翼
さ
て
掃
く
羽
前　
　

精
光

一
に
富
士
二
に
は
羽
前
の
鷹
の
山　

横
篤

名
も
高
き
羽
前
に
白
き
鷹
の
山　
　

丹
雅

福
満
ち
て
富
め
る
羽
前
の
養
蚕
家　

梅
陽

大
鳥
の
羽
前
虚
空
の
御
仏
徳　
　
　

川
柳

　

養
蚕
の
賑
わ
い
と
、
蚕
神
で
あ

る
白
鷹
山
を
讃
え
る
句
が
目
に
つ

い
た
。

　

滝
野
の
龍
徳
寺
入
口
に
陽
花
の

川
柳
句
碑
が
立
っ
て
い
る
。
明
治

43
（
１
９
１
０
）
年
、
天
狗
連
に

よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
踊

る
よ
う
な
字
で
「
誘
れ
り
や
否
と

は
言
わ
じ
旅
用
意
」
と
刻
ま
れ
て

い
る
。
阿
弥
陀
様
に
声
を
か
け
ら

れ
た
ら
嫌
と
は
言
わ
な
い
で
お
供

し
ま
す
よ
と
言
っ
て
い
る
よ
う

だ
。（

白
鷹
町
史
談
会　

江
口
儀
雄
）

龍
徳
寺
の
川
柳
碑

さ
ん

談会

▶
天
狗
連
の
川
柳
句
碑

地地域域おおここしし協協力力隊隊員員

菅原隊員　　笹本隊員　　　　熊谷隊員　　貴田隊員
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ゼロカーボンアクション～ひとりひとりができること～ 

第９回　再生可能エネルギーのゼロカーボンアクション

　再生可能エネルギーの導入と聞くと、一番に思い浮かぶのは住宅の屋根に太陽光パネルを設

置することだと思います。太陽光は枯渇しないエネルギーであり、災害時にも利用でき、電気

代の節約にもなることからメリットは大きいですが、設置費用などの問題もあります。

　しかし、再生可能エネルギーへの切り替えは、他の方法もあります。多くの小売り電気事業

者が太陽光発電や風力発電などの再生可能エネルギー由来の電力プランを用意しています。再

生可能エネルギー割合が 100％のプランであれば、契約を切り替えるだけで二酸化炭素排出

量実質ゼロの電気を使うことができます。

　地球温暖化対策のひとつとして考えてみてはいかがでしょうか。

（出典：環境省　再エネスタート）

日 曜日 料 理 名

１ 水
コッペパン ,牛乳 ,ドライカレー ,キャベツとコーンのゴ
マドレサラダ ,コンソメスープ

２ 木
ごはん ,牛乳 ,豆腐ハンバーグごまだれかけ ,れんこん入
り金平 ,豚汁

３ 金
節分献立：ごはん ,牛乳 ,いわしの南蛮漬け ,なた割大根
の炒め煮 ,白菜と打ち豆のみそ汁 ,白鷹産大豆の納豆

６ 月
ごはん ,牛乳 ,あんかけオムレツ ,厚揚げのみそ煮 ,根菜
のごま汁 ,チーズ (中学のみ）

７ 火
ごはん ,牛乳 ,豚肉のパインソテー ,3 色ごま和え ,えのきた
けと麩のみそ汁

８ 水
食パン ,牛乳 ,ツナサンド ,じゃが芋のチーズ煮 ,白菜と
コーンのスープ

９ 木
ごはん ,牛乳 ,ホイコウロウ ,カミカミサラダ ,小松菜の
みそ汁 ,アセロラゼリー (中学のみ）

10 金
ごはん ,牛乳 ,さばの味噌煮 ,キャベツのおかか和え ,お
でん

13 月
ごはん ,牛乳 ,五目野菜の肉団子 ,春雨のごま炒め ,ワン
タンスープ ,お魚ふりかけ (中学のみ）

14 火
紅花給食：ビビンバ丼 ,牛乳 ,紅花入り浅漬け ,豆腐とわ
かめのみそ汁 ,陽光学園の咲くっとクッキー

15 水
山形県産米粉コッペパン ,牛乳 ,ハンバーグアップルソー
ス ,コーンと海藻のサラダ ,白菜のクリームシチュー ,ス
ライスチーズ (中学のみ）

16 木
ごはん ,牛乳 ,鮭メンチカツ ,枝豆入りひじき煮 ,・かき
玉のみそ汁 ,山形県産生乳ヨーグルト

17 金
雪若丸給食：雪若丸ごはん ,挽肉カレー ,牛乳 ,味付ゆで
卵 ,大根とキャベツの昆布漬け

20 月
ごはん ,牛乳 ,鶏肉のレモン漬け ,変わりびたし ,あさり
のみそ汁

21 火
ごはん,牛乳,ぶり味噌マヨネーズ焼き,米粉麺の炒め物,
じゃがいものみそ汁

22 水
山形県産米粉食パン ,牛乳 ,かぼちゃとサツマイモのコ
ロッケ ,ビーンズサラダ ,スキムミルク入りコーンスー
プ ,アップルジャム

24 金
麺の日：味噌ラーメン ,牛乳 ,多彩パオズ ,大根サラダ ,
バナナ (中学のみ）

27 月
郷土料理献立：ごはん,牛乳,大豆とごぼうのメンチカツ,
高菜煮 ,厚揚げのみそ汁

28 火
荒砥小バイキング給食：ごはん ,牛乳 ,鶏と根菜の平つく
ね ,ほうれん草の和え物 ,豆腐スープ ,カルシウムヨーグ
ルト (中学のみ）

給食に思いを込めて――

２月の予定献立表
ちょうりじょうゆうびん

　２月３日は節分です。 節分とは季節を分けるという意味が

あり、 この日を境に、 冬と春を分ける節目の日を 「節分」

と呼ぶようになったそうです。 そのため、 地元の冬野菜も

徐々に少なくなってきました。 こんな時、 活躍してくれる

スーパー食材が 「大豆」 です。 大豆を土に植えると枝豆に

なります。その枝豆を食べずにカラカラになるまで枯らすと、

さやの中では 「大豆」 が出来上がっています。 このスーパー

食材の大豆は、 体をつくるもとになるたんぱく質や、 おな

かの調子を整える食物繊維が豊富に含まれています。

　給食では、 大豆・打ち豆・青大豆や、 納豆・味噌 ・豆腐 ・

油揚げ ・ 厚揚げなどの大豆加工品をさまざまな献立に使用

しています。 子どもたちの成長期に欠かせない大豆は、 積

極的にとりたい食品です。

－おらほの食材－　

米・こまつな・キャベツ・ねぎ・大豆・白菜・
青畑豆・打ち豆・高菜漬け・納豆・みそなど

※この他、毎日牛乳が 1本付きます。
※材料の都合により、献立を変更する場合があります。
※児童・生徒のご家庭には事前に配布しています。また、町の
　HPにも掲載していますのでそちらもあわせてご覧ください。
※材料調整や手配の都合上、この時期の掲載となります。
　ご了承ください。

【問い合わせ】町民課くらし環境係　☎ 85-6131
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【問い合わせ】健康福祉課健康推進係　☎ 86-0210

高齢期の健康づくりで気をつける１つのポイントに「低栄養」があります。

気が付かないうちに栄養が足りない状態になっていませんか？

　【こんなことありませんか】

　　□体重が減った（BMI20 未満）

　　□食事を 1日３食たべない　　

　　□好きな物ばかり食べている　　　

　　□しっかり噛めない

いつまでも元気にすごしたい！！　介護予防には「低栄養予防！」いつまでも元気にすごしたい！！　介護予防には「低栄養予防！」

BMI20 未満の方が約 20% という結果で

した。前年の健診から体重が２㎏以上減っ

たり、外出の回数が少なくなった、家族や

知人との交流の機会がないといった場合は

さらに心配です。

町の後期高齢者健診を受けた方の BMI
※ BMI ＝体重（Kg）÷身長（ｍ）÷身長（ｍ）で身長と体重のバランスのこと

単位（人）

町統計・国保連合会 KDBシステムより

令和３年度 141 512

BMI20未満 20以上

21.6％

健診の結果で、低栄養が心配な方に保健師が訪問しています健診の結果で、低栄養が心配な方に保健師が訪問しています

　高齢期を元気に過ごすための食生活として、１日３食きちんと食べること、バランスよく食べること、食

事を楽しむことをお勧めしています。低栄養など心配がある方はお知らせください。健診の結果なども確認

しながら毎日できる工夫について保健師と相談できます。（高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施事業）

食事についてお話しすると、たんぱく質の食べ方についてお困りの方が多いようです。

普段の食事に、たんぱく質が

豊富に含まれている食品をプ

ラス (＋ ) することで、手軽

に多くとることが出来ます。

たんぱく質をとるためのひと工夫たんぱく質をとるためのひと工夫

厚生労働省　令和元年食事摂取基準を活用した高齢者のフレイル予防事業より改編

肉・魚・大豆製品
卵・乳製品　　　をプラス！

魚
油脂類

（油を料理に使う）
肉 牛乳 海藻

野菜

(緑黄色 )
芋 卵 大豆 果物

今日はいくつ食べましたか？

バランスよく食べるために　毎日以下の食品群から７つ以上とれると合格点！！バランスよく食べるために　毎日以下の食品群から７つ以上とれると合格点！！

水分も忘れずに。１日コップ５杯が目安です水分も忘れずに。１日コップ５杯が目安です

食事の時や散歩や入浴の前など、こまめに飲むのがお勧めです。

　　 広報しらたか   2023. 223



大
相
撲
一
月
場
所
（
１
月
８
～
22
日
）

取
組

星
取

決
ま
り
手

１
日
目

〇

突
き
出
し

２
日
目

●

寄
り
切
り

３
日
目

●

寄
り
切
り

４
日
目

〇

押
し
出
し

５
日
目

〇

押
し
出
し

６
日
目

●

送
り
出
し

７
日
目

●

送
り
出
し

８
日
目

〇

押
し
出
し

９
日
目

〇

押
し
倒
し

10
日
目

〇

押
し
出
し

11
日
目

〇

押
し
出
し

12
日
目

〇

突
き
出
し

13
日
目

●

押
し
出
し

14
日
目

〇

押
し
出
し

15
日
目

●

突
き
落
と
し

西
十
両
14
枚
目　

９
勝
６
敗

今
場
所
を
振
り
返
っ
て

（
白
鷹
山
の
コ
メ
ン
ト
）

　

一
月
場
所
は
久
し
ぶ
り
の
十

両
、
そ
の
場
所
で
９
勝
と
勝
ち

越
す
事
が
で
き
ま
し
た
。
ひ
と

え
に
皆
様
の
応
援
の
お
陰
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

更
に
上
を
目
指
し
て
、
こ
れ

か
ら
も
頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

白白
は

く

は

く

鷹鷹
よ

う

よ

う

山山
ざ

ん

ざ

ん

情
報
情
報

十
両
復
帰
場
所
で
勝
ち
越
し
、

十
両
復
帰
場
所
で
勝
ち
越
し
、

　
更
な
る
番
付
上
昇
を
目
指
す
！

　
更
な
る
番
付
上
昇
を
目
指
す
！

【問い合わせ】 町民課戸籍年金係　☎85-6129

マイナンバーカードについてお知らせマイナンバーカードについてお知らせ

●マイナンバーカード受け取り・マイナポイント申込等で窓口にお越しの際は、事前にお電話での予約

　をお願いいたします。（直接来庁されても予約の方が優先になり、お断りする場合がございます。）

マイナンバーカードをお持ちの方へマイナンバーカードをお持ちの方へ

マイナポイントの申し込み（受け取り）はお済みですか？

最大 20,000 円分のマイナポイントはマイナンバーカードを持っているかた全員が対象です。

20,000 円分の内訳は下記のとおりです。

▶カードの新規取得：最大 5,000 円分（20,000 円分のチャージまたは購入）

▶健康保険証利用申し込み：7,500 円分　　　

▶公金受け取り口座登録：7,500 円分

nanaco( ヨークベニマル、 セブンイレブン )、 WAON( イオン )、 WA!CA （薬王堂）

CoGCa （おーばん）、 PayPay、 auPay、 d 払い、 dカード、 楽天ペイ　など

注意！　20,000 円分のポイントを受け取るには、２月末までにマイナンバーカードを申請

　　　　する必要があります。また、ポイントの申込期限は未定です。

マイナポイントは主に次のキャッシュレス決済サービスで使えます

マイナンバーカードの申請についてマイナンバーカードの申請について

【１】役場開庁時は、町民課の窓口で申請できます。（無料で顔写真を撮影します）

【２】スピカ店内においても日曜日に申請受付をしています。（無料で顔写真を撮影します）

　　・毎週日曜日　・時間　午後２時～４時　・申請受付場所　スピカ店内（くつろぎスペース）

・本人確認書類

　運転免許証など顔写真付きの身分証明書 +健康保険証

　※顔写真付きのものがない方は、健康保険証・医療受給者証

　　年金手帳など２点

　　お子様の場合は、健康保険証＋医療受給者証

　　15 歳未満のかたの申請は、保護者の本人確認も必要です。

・通知カード（右記参照）

・マイナンバーカード申請書

　※通知カードの下の部分（右記参照）

　　または封書で送付された申請書

　※申請書がない方は、事前に町民課へご連絡をお願いいたします。

【通知カード
（緑色）】

【申請書
（白色）】

～申請の際は次のものをご持参ください～
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［ 中央公民館展示案内 ］

●予約受付日　日曜～金曜日（丸印の日）

※利用する際は、前日までご予約ください。ただし、

　当日午後１時以降の便を利用する場合は、当日

　午前９～ 11 時まで予約すれば利用可能です。

●受付時間　午前９時～午後５時

日 月 火 水 木 金 土

① ② ③ ４

⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ 11

⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ 18

⑲ ⑳ 21 ㉒ ㉓ ㉔ 25

㉖ ㉗ ㉘ ㉙ ㉚ ㉛

デマンドタクシー
運行・予約受付カレンダー

３月

デマンドタクシー予約センター　☎ 85-0365

　１階町民ラウンジで
　　展示しています。

《書道コーナー》
【期間】

2 月１日から ３月 31 日まで

平井　優苑 さん（畔藤）

中川　栄華 さん（十王）

須貝　修成 さん（高岡）

《東北芸術工科大学白鷹私の宝展》
【期間】２月 21 日～２月 28 日まで

《地域おこし協力隊活動報告展示》
【期間】３月１日～３月 20 日まで

《税に関する絵はがきコンクール》
【期間】１月 31 日～３月 15 日まで

書・中川　栄華

１ 月 の「町長交際費」と「町長の主な動静」 問  総務課総務係　☎85-6120

●主な動静

月　日 行　　事　　名

1月１日 鮎貝八幡宮歳旦祭

1月 4日
仕事始めの式

白鷹町新春賀詞交歓会及びスポーツ栄誉賞授賞式

1月 5日 令和５年度当初予算町長ヒアリング（６日まで）

1月７日
蚕桑地区新春のつどい

防火祈願祭並びに白鷹町消防団安全祈願祭

1月８日 鮎貝地区新春懇談会

1月 11日 長井警察署逮捕術寒稽古納会

1月 12日
数え年 100 歳の方への賀詞贈呈訪問

白鷹ロータリークラブ新年会

1月 13日

総務厚生常任委員協議会

議会運営委員会

第１回白鷹町議会臨時会本会議

人権擁護委員感謝状贈呈式

1月 14日 東根地区新春のつどい

月　日 行　　事　　名

1月 15日 白鷹町芸術文化協会新春のつどい

1月 16日 仙台しらたか会役員打合せ会（宮城県）

1月 17日 数え年 100 歳の方への賀詞贈呈訪問

1月 18日
山形県町村会総務委員会

新入学児童ランドセル贈呈式（蚕桑小学校）

1月 19日 新入学児童ランドセル贈呈式（鮎貝小学校）

1月 20日 新春建設事業懇談会

1月 24日
第３回白鷹町環境審議会

新春林政講演会

1月 25日
新入学児童ランドセル贈呈式（東根小学校）

農業委員会新春懇談会

1月 27日
置賜町村議会議長会　首長・議長懇談会

（一財）白鷹町アルカディア財団新春懇談会

1月 30日
山新３P 賞表彰式

置賜地域行政懇談会

●町長交際費

支出日 区分 支出額 内　　　容

12月 28日 香典 5,000 円 指定金融機関支店長実父弔慰金

1月１日 御祝 3,260 円 鮎貝八幡宮歳旦祭

1月 12日 御祝 5,000 円 白鷹ロータリークラブ新年会

支出額 区分 支出額 内　　　容

1月 20日 御祝 5,000 円 新春建設事業懇談会

1月 21日 香典 5,000 円 固定資産評価審査委員及び
副区長弔慰金

計 23,260 円
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（
た
だ
し
、
開
講
条

件
は
５
名
以
上
）

●
申
込
期
限　

３
月
13
日
（
月
）
ま
で

※
定
員
で
募
集
終
了

●
内
容　

「
介
護
福
祉
士
」
国
家
試

験
受
験
に
必
要
な
研
修
。
働
き
な
が

ら
学
ぶ
「
通
信
課
程
」。
自
宅
学
習

（
４
月
～
７
月
）
に
取
り
組
み
な
が

ら
、
面
接
授
業
（
６
月
～
12
月
、
計

９
回
60
時
間
）
を
行
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

ケ
ア
ハ
ウ
ス
ウ

エ
ル
フ
ェ
ア

慈
光
園

☎
０
２
３
８

－

88

－

５
５
５
７

機
器
の
消
毒
・
換
気
の
徹
底
・
ア
ク

リ
ル
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置
・
マ
ス

ク
着
用
の
お
願
い

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

長
井
高
等
職
業
訓
練
校

☎
84

－

１
９
２
４

　
　

白
鷹
町
史
談
会　

　
　

研
修
会
を
開
催
し
ま
す

　

昨
年
度
・
今
年
度
、
広
報
し
ら
た

か
に
町
内
の
歴
史
を
紹
介
す
る
「
さ

ん
ぽ
道
」
と
い
う
記
事
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。
そ
の
内
容
を
詳
し
く
語
る

研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍

の
気
分
転
換
に
、
お
話
を
聞
き
に
き

て
く
だ
さ
い
。

●
い
つ　

２
月
26
日
（日
）

午
後
１
時
30
分
～
４
時
ま
で

●
ど
こ
で　

中
央
公
民
館　

１
階

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー

●
内
容　

湯
殿
山
碑
（
蚕
桑
）、
仏
坂

観
音（
十
王
）、
一
丈
塔
婆
（
中
山
）、

黒
鴨
石（
鮎
貝
）

●
対
象　

ど
な
た
で
も

●
参
加
費　

５
０
０
円

※
史
談
会
会
員
の
方
は
無
料
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
･
文
化
振
興
係

☎
85

－

６
１
４
６

　

米
養
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す

　

山
形
県
立
米
沢
養
護
学
校
（
本

校
）
高
等
部
縫
製
班
で
は
、
日
々
の

作
業
学
習
に
お
い
て
、
米
沢
織
を
使

っ
た
製
品
の
製
作
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
２
月
９
日
（
木
）
～

２
月
24
日
（
金
）
の
11
日
間
（
土

・
日
・
祝
日
を
除
く
）
、
米
沢
市
の

米
織
会
館
を
会
場
に
「
米
養
フ
ェ
ア
」

を
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

米
沢
織
を
使
用
し
た
バ
ッ
グ
や
ネ
ー

ム
ホ
ル
ダ
ー
、
マ
グ
ネ
ッ
ト
、
ポ
ケ

ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ケ
ー
ス
な
ど
を
販

売
い
た
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
足
を

運
ん
で
い
た
だ
き
縫
製
班
の
製
品
を

手
に
取
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

山
形
県
立
米
沢
養
護
学
校

☎
０
２
３
８

－

38

－

６
１
０
１
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（
仮
称
）
置
賜
地
域
消
防
通
信
指
令

　

セ
ン
タ
ー
共
同
運
用
に
つ
い
て

　

西
置
賜
行
政
組
合
と
置
賜
広
域
行

政
事
務
組
合
は
、
令
和
６
年
４
月
か

ら
（
仮
称
）
置
賜
地
域
消
防
通
信
指

令
セ
ン
タ
ー
の
共
同
運
用
を
開
始
す

る
予
定
で
す
。

●
置
賜
３
市
５
町
の
１
１
９
番
通
報

受
信
を
一
本
化
し
ま
す
。

●
消
防
本
部
の
管
轄
地
域
は
変
わ
る

こ
と
な
く
、
消
防
車
や
救
急
車
等
を

一
元
管
理
し
、
直
近
の
消
防
署
か
ら

出
動
と
な
り
ま
す
。

●
消
防
通
信
指
令
セ
ン
タ
ー
共
同
運

用
に
よ
り
相
互
応
援
体
制
が
強
化
さ

れ
ま
す
。

※
西
置
賜
行
政
組
合
消
防
本
部
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
詳
し
く
記
載
し
て

お
り
ま
す
。
ご
不
明
な
点
は
左
記
ま

で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

西
置
賜
行
政
組
合
消
防
本
部　

通
信
指
令
室　

☎
88

－

１
２
１
１

  

や
ま
が
た
合
同
企
業
説
明
会

  

２
０
２
４
を
開
催
し
ま
す

　

令
和
６
年
３
月
大
学
等
卒
業
予
定

の
方
へ
県
内
企
業
の
魅
力
あ
る
情
報

を
提
供
し
ま
す
。

●
い
つ　

３
月
14
日
（火
）・15
日
（水
）

●
時
間　

午
後
１
時
～
午
後
４
時
30
分

●
ど
こ
で　

山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ

（
山
形
市
平
久
保
１
０
０
）

●
参
加
企
業　

２
０
０
社
（
１
０
０

社
×
２
日
）
を
予
定

●
対
象　

大
学
院
・
大
学
・
短
大
・

専
門
学
校
・
高
専
を
卒
業
予
定
の
方
、

お
よ
び
そ
の
保
護
者

【
問
い
合
わ
せ
】

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長
井

☎
84

－

８
６
０
９

山
形
労
働
局
職
業
安
定
課

☎
０
２
３

－

６
２
６

－

６
１
０
９

「
東
北
農
林
専
門
職
大
学
（
仮
称
）」  

　

令
和
６
年
４
月
開
学
に
向
け
て

　

設
置
認
可
申
請
中

　

県
で
は
、
将
来
の
日
本
を
け
ん
引

す
る
農
林
業
経
営
者
を
養
成
す
る
た

め
、
「
東
北
農
林
専
門
職
大
学
（
仮

称
）
」
の
開
学
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
農
業
・
森
林
業
の
生
産
や
経
営
、

加
工
、
販
売
等
の
知
識
と
理
論
に
裏

付
け
ら
れ
た
技
術
を
、
講
義
だ
け
で

な
く
、
県
内
外
の
先
進
経
営
体
で
の

長
期
実
習
な
ど
豊
富
な
実
習
で
学
べ

る
新
し
い
タ
イ
プ
の
大
学
で
す
。
県

立
農
林
大
学
校
（
新
庄
市
）
の
敷
地

に
校
舎
を
新
築
中
で
、
現
在
の
高
校

２
年
生
が
第
１
期
生
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
QR
コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

山
形
県
専
門
職
大
学
整
備
推
進
課

☎
０
２
３

－
６
３
０

－

２
４
８
０

  

最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

【
山
形
県
最
低
賃
金
】

●
時
間
額　

８
５
４
円

　
　
　
　
　
　
　

（
32
円
ア
ッ
プ
）

※
こ
の
最
低
賃
金
は
、
県
内
で
働
く

す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

山
形
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
０
２
３

－

６
２
４

－

８
２
２
４

ェ
ー
ン
ソ
ー
を
用
い
て
行
う
立
木
の

伐
木
、
か
か
り
木
の
処
理
ま
た
は
造

材
の
業
務
に
労
働
者
を
就
か
せ
る
と

き
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
特
別

教
育
で
す
。

◆
研
修
中
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
当
日
の
朝
は
検
温
の
う
え
、

発
熱
や
体
調
不
良
の
際
は
無
理
を
せ

ず
に
参
加
を
控
え
て
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

置
賜
総
合
支
庁
森
林
整
備
課　

普
及
担
当

☎
０
２
３
８

－

26

－

６
０
６
５

　
　

空
き
家
や
不
動
産
業
に

　
　

つ
い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い

▼
空
き
家
相
談
窓
口

空
き
家
に
関
す
る
ご
相
談
、 

ご
依
頼

等
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
お
近
く
の
相
談
員
が
対
応
い
た

し
ま
す
。

▼
不
動
産
業
開
業
相
談
窓
口

●
時
間　

平
日
午
前
10
時
～
午
後 

４
時

【
問
い
合
わ
せ
】

（
公
社
）
全
日
本
不
動
産
協
会
山
形

県
本
部

☎
０
２
３

－

６
６
５

－

０
１
０
０

（
空
き
家
相
談
窓
口
）

 

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
安
全
利
用
研
修
会

 

の
開
催
に
つ
い
て

　

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に
よ
る
安
全
な
伐

木
造
材
作
業
と
、
目
立
て
等
の
整
備

方
法
を
学
ぶ
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

３
月
６
日
（日
）

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分
ま
で

●
場
所　

置
賜
総
合
支
庁 

西
置
賜
地
域
振
興
局
講
堂
（
５
階
）

●
内
容　

▼
安
全
な
伐
木
造
材
作
業

に
つ
い
て
（
講
義
）

▼
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
整
備
（
目
立
て

等
）
に
つ
い
て
（
実
習
）

●
定
員　

15
名

※
２
月
27
日
（
月
）
ま
で
に
お
申
し

　

込
み
く
だ
さ
い
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

●
参
加
費　

無
料

●
そ
の
他

◆
作
業
着
・
軍
手
等
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
や
目

立
て
道
具
（
丸
や
す
り
等
）
を
お
持

ち
の
方
は
ご
用
意
い
た
だ
き
、
持
参

し
な
い
方
は
そ
の
旨
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
研
修
は
労
働
安
全
衛

生
法
第
五
九
条
第
三
項
の
特
別
教
育

に
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

※
労
働
安
全
衛
生
法
第
五
九
条
第
三

項
の
特
別
教
育
と
は
、
事
業
者
が
チ

ホームページ
QR コード

QR コード
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☎
０
２
３

－

６
４
２

－

６
６
５
８

（
不
動
産
業
開
業
相
談
窓
口
）

　
「
Ｇ
Ｏ
Ｚ
Ｅ

　
瞽
女
」
の

　
　
上
映
会
の
お
知
ら
せ

　
か
つ
て
白
鷹
町
で
養
蚕
業
が
盛
ん

で
あ
っ
た
頃
、
盲
目
の
女
旅
芸
人
で

あ
る
「
ご
ぜ
」
が
来
て
い
ま
し
た
。

「
ご
ぜ
」
が
来
る
と
お
蚕
様
の
出
来

が
良
い
と
か
、
田
の
神
様
が
喜
ぶ
と

か
、
慈
悲
を
施
せ
ば
い
つ
か
は
我
が

身
に
戻
っ
て
く
る
な
ど
の
思
い
も
あ

り
、
そ
の
際
は
風
呂
と
ご
馳
走
、
宿

を
提
供
し
、「
ご
ぜ
」
は
三
味
線
で
ご

ぜ
唄
な
ど
披
露
さ
れ
て
い
た
よ
う
で

す
。（
白
鷹
町
内
に
来
て
い
た
と
い

う
）

　

こ
の
よ
う
な
歴
史
的
事
実
か
ら
、

各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に

賛
同
い
た
だ
き
、
左
記
に
よ
り
上
映

会
を
企
画
し
ま
し
た
の
で
、
興
味
の

あ
る
方
は
お
い
で
く
だ
さ
い
。
入
場

料
は
無
料
で
す
。
整
理
券
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
左
記
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
３
月
１
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
２
時
か
ら

　　

「運動で自分磨きプログラム」参加者を募集します！
　楽しく効果的なプログラムで、柔軟性・筋力・基礎代謝アップ！運動不足解消、ストレス発散な

どなど、それぞれの運動の楽しみを見つけてみませんか？

■「金曜日の筋活レッスン」

講師：健康運動指導士　梅津　順子氏

日時：金曜日　午後２時 30 分～３時 30 分

内容：体幹を中心に貯筋運動

会場：鮎貝地区コミュニティセンター（予定）

■「月イチの体幹リセット」

講師：㈱フクシ・エンタープライズ指導員　

　　　秋葉裕子氏

日時：月曜日　午後７時 30 分～８時 30 分

内容：有酸素運動・柔軟性ＵＰで疲れにくい体づくり

会場：健康福祉センター（予定）

【問い合わせ】健康福祉課健康推進係
　　　　　　 ☎86-0210

■「エアロビクス」（予定）
時間：午後２時 30 分～３時 30 分（予定）

※詳細が決まりましたら申し込みの時にお知らせい

　たします。

■対　象：どなたでも
■参加費：無料
■定　員：各25名。お一人 1つ。
（多数の場合は抽選にさせていただきます。）

※活動日時は、毎月広報しらたか、町ホームページ
　に掲載しますのでご覧ください。
※コロナの状況、気象状況、会場や講師の都合等に
　より、急に変更になる場合もございます。
※コロナウイルス感染症防止のため、マスク着用、
　検温をして参加ください。また、会場での手指消
　毒や換気についてもご協力をお願いします。

●
場
所
　
白
鷹
町
文
化
交
流
セ
ン

タ
ー
あ
ゆ
ー
む　

ホ
ー
ル

●
入
場
料

　
無
料

※
整
理
券
が
必
要
で
す
。

※
各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

お
よ
び
教
育
委
員
会
に
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

「
Ｇ
Ｏ
Ｚ
Ｅ
」
瞽
女
上
映
実
行
委

員
会　

担
当　

庄
司
（
荒
砥
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
85

－
０
２
６
０

※
本
上
映
会
は
白
鷹
学
講
座
開
催

支
援
事
業
の
助
成
を
受
け
て
開
催

さ
れ
ま
す
。
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日 月 火 水 木 金 土

２/16 17 18

なないろ
アップ （UP)
体操教室
３００円

にじ
百歳体操と
茶話会
２００円

なないろ
なないろ食堂
大人３００円
子供２００円

19 20 21 22 23 24 25

　なないろ
うたって免疫力

アップ
３００円

　にじ

茶話会
２００円

のどかカフェ
PM2:00～

3 ： 30
参加無料

祝日
休み

　にじ
百歳体操と

軽食
300円

26 27 28 ３/1 2 3 4

なないろ

輪投げ
２００円

にじ

茶話会
２００円

なないろ
アップ （UP)
体操教室
３００円

にじ
百歳体操と
茶話会
２００円

5 6 7 8 9 10 11

なないろ
うたって免疫力

アップ
３００円

にじ
うたって免疫力

アップ
３００円

なないろ
アップ （UP)
体操教室
３００円

にじ
百歳体操と
茶話会
２００円

12 13 14 15 16 17 18

なないろ

手芸
２００円+実費

にじ

茶話会
２００円

なないろ
アップ （UP)
体操教室
３００円

にじ
百歳体操と
茶話会
２００円

なないろ
なないろ食堂
大人３００円
子供２００円

「つどいの場」・「のどかカフェ」カレンダー「つどいの場」・「のどかカフェ」カレンダー

●「のどかカフェ」について
　・ちょぼらの家：荒砥甲 373番地の８
　　健康福祉課地域包括支援センター係 ☎86-0112

【各施設の所在地と問い合わせ】

●「つどいの場　にじ」・「つどいの場　なないろ」について
　・つどいの場　にじ：鮎貝 2833番地 1　たんぽぽ
　・つどいの場　なないろ：荒砥乙 327番地の3
　　支えあう地域づくりなないろの会 ☎080-1815-3289

●【つどいの場にじ】【つどいの場なないろ】開催時間
　・午前１０時～１２時　
●【なないろ食堂】開催時間と開催場所
　・午前１１時３０分～午後１時３０分
　・つどいの場　なないろ（荒砥乙 327番地の３）
●【つどいの場なないろ】【つどいの場にじ】【のど
　かカフェ】の日程については、町のホームページに
　も掲載しておりますのでご覧ください。

荒砥駅内紅の里 SHOP ギャラリー企画展

【問い合わせ】
（一社）白鷹町観光協会
☎86-0086

「土人形とひなまつり展」
　18 世紀の初めに日本中で流行し、土で練り上げ
たり素焼きにして作った伝統的な民芸品の土人形。
( 故 ) 三浦文吉氏から寄贈された土人形と、春を迎
えるつるし飾りやお雛様をモチーフにした干支のう
さぎ等を展示いたします。
　春の祝いにふさわしい民芸品と華やかな季節飾り
をお楽しみください。

期間：３月１日 (水 ) ～３月 30日 (木 )

場所：荒砥駅内紅の里 SHOPギャラリー

時間：午前 10 時～午後４時

消費税のインボイス制度
説明会及び登録申請相談会

　税務署では、事業者の方を対象に消費税のインボイ

ス制度説明会及び登録申請相談会を開催します。

　説明会等は、事前予約制により、定員（30 名）に

なり次第、受付を終了します。

【日時】

①３月８日（水）午前 10時～正午

②３月８日（水）午後１時 30 分～３時

※①は消費税の仕組みから知りたい方向けの

　説明会です。

【会場】

置賜総合支庁西置賜地域振興局５階講堂

（長井市高野町２-３-１）

【申込先】

長井税務署調査部門　☎ 84-1810（代表）

  ※音声案内「２番」を選択してください。
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 ３月 の子育てページ

つぶ
やき

ひが
しね
保育
園

「歯が抜けた ⁉」

●母子健康手帳の交付

　お母さんとお子さんの健康を守るために、妊婦さん

全員に交付しています。随時交付しますが、保健師が

留守の場合がありますので、事前に電話などでご連絡

ください。

場　所：健康福祉センター

問い合わせ：子育て世代包括支援センター

　　　　　（健康福祉課健康推進係内）☎86-0210

ある日のおやつの時間

年長Ａ子：私ね、また歯が抜けたんだよ！
年長Ｂ子：私は、3本抜けた！
年長Ｃ子：私は、新しい歯が生えてきたよ！

年長児同士の会話をじーっと聞いていた年少児の
Ｄちゃん。会話に入りたくて仕方ないようです。

年少Ｄ子：Ｄ子のおじいちゃんもねー、
　　　　　歯はずれるんだよ
‼
あれ ⁉どうやら、入れ歯のことだったようです…。

●乳幼児健診

会　場：子育て支援センターにこぽーと

※受付時間は個別にご案内します。

持ち物：母子健康手帳、バスタオル、問診票、交換用

　　　　オムツ、その他お子さんに必要なもの

※対象の方には郵送でご案内します。

※問診票と母子健康手帳の ｢保護者の記録 ｣を必ず記

　入しておいでください。

※お子さんや同伴される方が当日具合が悪かったり、

　1週間以内に人にうつる可能性のある病気にかかっ

　たりした時は事前に電話などでご連絡ください。

問い合わせ：子育て世代包括支援センター

　　　　　（健康福祉課健康推進係内）☎86-0210

期日 健診 対象児

８日
（水）

３カ月児 令和４年 11月生まれ

９カ月児 令和４年５月生まれ

22日
（水）

１ 歳
６カ月児

令和３年６月 16日～８月生まれ

●子育て支援センター「にこぽーと」あそび広場

利用時間：午前９時30分～午後３時30分

休館日：毎週土曜日

［３月の予定］

期日 時間 イベント

２日（木） 午前９時45分～11時 赤ちゃん広場身体測定

３日（金） 午前９時30 分～11時 ひなまつりお茶会

７日（火） 午前９時45分～11時 すこやか広場身体測定

10日（金） 午前11 時15分～ 誕生会（誕生児要予約）

15日（水） 午前10 時30 分～11時 10 分 おわかれ会

※新型コロナウイルス感染拡大等により、中止または

　延期になる場合があります。事前にお問い合わせの

　うえ、ご参加ください。

問い合わせ：子育て支援センター「にこぽーと」

　　　　　　☎87-0083

●離乳食サロン（要予約）

　ママたちで交流しながら、離乳食を学ぶサロンです。

会　場：子育て支援センターにこぽーと

定　員：各回４名まで

内　容：離乳食のポイントについてのお話

　　　　管理栄養士に相談できます。

申し込み：３月７日（火）

　　　　　子育て支援センターにこぽーとまで

持ち物：母子健康手帳、筆記用具

保　育：希望される方はお申込みください。

問い合わせ：子育て世代包括支援センター

　　　　　（健康福祉課健康推進係）☎86-0210

　　　　　　子育て支援センターにこぽーと

　　　　　　☎87-0083

期日 時間 対象

14日
（火）

１回目：午前９時 30分～
２回目：午前 10時 30分～
　　　　※各回 30分です

離乳食を学びたい方

●すくすく発達相談会

　子どもの発達発育に詳しい専門家（公認心理師）に

よる、ことばや発達などの個別相談会を開催します。

会　場：健康福祉センター

※ご希望の方は予約が必要になりますので、担当まで

　ご連絡ください。

問い合わせ：子育て世代包括支援センター

　　　　　（健康福祉課健康推進係内）☎86-0210

期日 時間 対象

７日
（火）

午前９時～ 12時
（一人１時間程度）

幼児からおおむね12歳
までの児童とその保護者
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 ３月 の健康カレンダー

■令和５年度同日検診・人間ドックについて

　町民の方が同日検診や人間ドックを受ける際、より多くの方に受けてもらえるよう町や国民健康保険で健診費

用の一部助成を行っています。

①各地区コミュニティセンター、健康福祉センターでの同日検診を希望する方

→令和４年度健康診査や各種がん検診を受けた方は、申し込みはいりません。

　各地区の健診日に合わせて案内をお送りします。

　※ただし、国民健康保険以外の方が健康診査のみを受けた場合は、毎年申し込みが必要です。

　健康推進係まで（☎86－0210)ご連絡ください。

②白鷹町立病院の人間ドックを希望する方

→申し込みが必要です。

　令和５年度人間ドックの申し込み用紙を全戸配布しています。(町報２月号と同時 )

　ご希望の方は用紙に必要事項を記入の上、点線部分で切り取り、郵送するか健康福祉課に提出してください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【問い合わせ】健康福祉課健康推進係　☎ 86-0210

■心もカラダもリフレッシュしましょう！「運動で自分磨きプログラム」

内　容 期日と会場

昼下がりの美姿勢ヨガ 13 ・ 27 日（月）午後２時 30 分～３時 30 分　蚕桑地区コミュニティセンター

金曜日の筋活レッスン 10 ・ 24 日（金）午後２時 30 分～３時 30 分　鮎貝地区コミュニティセンター

週末の体幹リセット 17 日 （金） 午後７時 30 分～８時 30 分　東根地区コミュニティセンター

参加費：無料　　定　員：各回 20 名

※初めて参加する方は、事前に健康推進係へ申込書の提出が必要です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【問い合わせ】　健康福祉課健康推進係　☎ 86-0210

●窓口業務時間延長（午後７時まで）

毎週月曜日（祝日の場合は翌開庁日）

　　　
●弁護士相談

日時：１日（水）午後２時10分～４時10分

場所：老人福祉センター「八乙女荘」

※相談日の前々日午後５時までにご予約ください。

問い合わせ：白鷹町社会福祉協議会　☎86-0150

●婚活応援室

日時：毎週火曜日　午後１時30分～８時

会場：「K's space」（山口・喜多楼となり）

問い合わせ：健康福祉課子育て支援係　☎86-0212

●農業委員会

総会開催日：24日（金）午後３時～

受付締切日：10日（金）

問い合わせ：農業委員会農地調整係　☎85-6128

●山形県救急電話相談

小児救急（15歳未満）：

プッシュ回線・携帯電話＃8000 、ダイヤル回線・IP

電話・PHS 023-633-0299

大人の救急（15歳以上）：

プッシュ回線・携帯電話＃8500 、ダイヤル回線・IP

電話・PHS 023-633-0799

日時：毎日午後７時～翌朝８時

 ３月 の窓口延長・相談日・開催日
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表紙の写真

　本号からスタートした - 年間特集 -「森林と共

に」。1 年にわたり白鷹町の森林、林業に係る取

り組みや関係者へのインタビューも交えてお伝え

していきます。

　写真は、町内森林の成長を促進しようと、間伐

作業を行う様子。【撮影協力：株式会社シュナイ

ト（熊坂吉紀さん、荘司慶介さん）】

戸籍の窓 １月１日～ 31日申出／戸籍の窓に載せたい方は、届出のときに戸籍年金係にお申し出ください。

新野　俊郎（88） 広野

上田いち子（71）  畔藤

尾倉　清子（83） 荒砥甲

菅野　勝雄（78） 鮎貝

五十公野仙一（82） 大瀬

細谷　ツネ（97） 十王

古瀬みつゑ（93） 高玉

横澤　ちよ（95） 横田尻

中川　篤美（60） 山口

斎藤　二男（83） 中山

小関はるの（98） 菖蒲

鈴木　栄二（96） 広野

長谷部二三四（97） 荒砥甲

●おくやみ

阿部　　勝（67） 荒砥乙

藤守　つや（95） 畔藤

鈴木ちゑ子（90） 萩野

馬場　武子（85） 鮎貝

舩山　義彦（66） 畔藤

海老名秀之（57） 荒砥乙

大場作太郎（86） 十王

岡田　　忍（81）  荒砥乙

鈴木　健一（72） 十王

青木　孝子（83） 浅立

新野　孝子（80） 広野

川野　秀男（87） 山口

紺野　勲次（92） 畔藤

●まちの人口

　（令和５年１月 31 日現在

　　　　　　　　　　　／ （　） は前月比）

 ・人口　12,728人 （▲ 30）

　   男性　6,303人 （▲ 14）

 　  女性　6,425人 （▲ 16）

 ・世帯数  4,701戸 （▲ 5）

　※住民基本台帳に

　　　　　　基づく人口です。

●こんにちは赤ちゃん

齊藤　琉
りゅうと

斗
裕哉

鮎貝
弘美

船山さくら
隼人

横田尻
かおり

新野　祥
しょうま

蒔
嘉宣

浅立
あゆ美

諏訪　陽
ひ な た

大 涼介
鮎貝

顕子

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

●ご結婚おめでとう

　 鈴木　宏茂　浅立

　 熊谷　美央　朝日町
♥♥

竹田　弘子（75） 萩野

中山　静江（73） 鮎貝

菅　　光代（70） 山口

小杉　正弘（80） 荒砥甲

岩崎　　清（67） 山口

土屋　きよ（103） 荒砥甲

江口　松雄（88） 黒鴨

渡部　とよ（96） 荒砥乙

菅間　常雄（84） 荒砥乙

金田　龍雄（94） 横田尻

加藤　榮子（81）  畔藤

横沢　澤吉（94） 箕和田

－広報しらたかのお詫びと訂正－

　本紙の１月号７頁の「各種表彰・大会の結果」につ

きまして、誤りがありました。お詫びして訂正いたし

ます。

▶第 32 回町民インディアカ大会

（誤）■キッズの部

第１位こぐわ LH　第２位こぐわ DX　第３位 T.S.C

（正）■一般の部

第１位こぐわ LH　第２位こぐわ DX　第３位 T.S.C

－議会だよりのお詫びと訂正－
　　　　　　　　　　　　　　　　白鷹町議会

　議会だよりしらたか 157 号の記事に誤りがありま

したので、お詫びして訂正いたします。

14 ページ　公費負担額　選挙運動用ポスター

誤：一枚につき、 以下によって得た金額の範囲内

(535 円６銭×ポスター掲示場数＋ 315,000 円）÷

ポスター掲示場数

正：一枚につき、 以下によって得た金額の範囲内

(525 円６銭×ポスター掲示場数＋ 310,500 円）÷

ポスター掲示場数

　　 広報しらたか   2023. 233
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広
報

し
ら

た
か

は
再

生
紙

を

使
用

し
て

い
ま

す
。

■
白
鷹
町
の
森
林

　

白
鷹
町
の
風
景
、
そ
こ
に
は
、
必
ず

山
が
あ
り
ま
す
。

　

白
鷹
町
は
、
１
５
，
７
７
１
ha
の
町

土
の
う
ち
、
約
65
％
、
１
０
，
２
６
８

ha
が
森
林
で
す
。
そ
の
多
く
が
先
人
た

ち
が
植
え
、
育
て
上
げ
た
人
工
林
で
あ

り
、
県
下
に
誇
る
森
林
の
町
で
す
。

■
森
林
の
持
つ
多
く
の
役
割

　

森
林
は
人
々
の
生
活
と
関
係
性
が
深

く
、
生
命
の
源
で
あ
る
水
を
蓄
え
、
建

物
等
に
必
要
な
木
材
を
供
給
し
、
山
菜

や
キ
ノ
コ
な
ど
の
林
産
物
を
恵
ん
で
く

れ
ま
す
。
そ
し
て
、
山
の
土
砂
流
出
・

崩
壊
は
健
全
な
森
林
に
よ
っ
て
防
が
れ

て
い
ま
す
。

― 通年特集 ― 森林と共に　

森森林林とと共共にに

もりもり

　

さ
ら
に
、
地
球
温
暖
化
問
題
に
対
す

る
森
林
の
役
割
は
大
き
く
、
令
和
３
年

11
月
に
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」

を
行
い
ま
し
た
が
、
森
林
は
大
気
中
の

二
酸
化
炭
素
を
吸
収
し
成
長
す
る
こ
と

か
ら
、
地
球
温
暖
化
抑
制
に
つ
な
が
る

重
要
な
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。

■
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た

　
平
成
25
・
26
年
の
豪
雨
災
害
を

　
き
っ
か
け
に

　

白
鷹
町
は
か
つ
て
林
業
の
町
と
し
て

栄
え
、
昭
和
初
期
に
は
20
数
社
の
製
材

所
が
あ
っ
た
と
町
史
に
記
録
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
国
産
材
価
格
は
昭
和

55
年
を
ピ
ー
ク
に
下
が
り
続
け
、
町
の

林
業
も
他
の
産
地
同
様
に
縮
小
し
て
い

き
ま
し
た
。

　

　

そ
ん
な
中
、
平
成
25
・
26
年
白
鷹
町

を
襲
っ
た
豪
雨
災
害
。
昭
和
42
年
の
羽

越
水
害
の
時
に
は
な
か
っ
た
土
砂
の
流

出
や
山
腹
崩
壊
な
ど
が
、
町
内
各
地
で

確
認
さ
れ
ま
し
た
。
町
に
は
根
こ
そ
ぎ

倒
れ
た
杉
の
木
が
流
れ
、
森
林
整
備
に

よ
る
山
林
の
保
全
の
重
要
性
を
認
識
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
状
況
を
目
の
当
た
り
に

し
、
町
民
・
行
政
が
一
体
と
な
り
、
平

成
26
年
、
森
林
所
有
者
、
林
業
事
業

者
、
木
材
関
係
者
、
環
境
関
係
者
で
組

織
す
る
「
白
鷹
町
森
林
・
林
業
再
生
協

議
会
」
を
立
ち
上
げ
、
こ
れ
ま
で
、
山

の
保
全
に
向
け
た
森
林
整
備
と
森
林
の

活
用
に
つ
い
て
の
検
討
と
推
進
を
図
っ

て
き
ま
し
た
。

■「
内
閣
総
理
大
臣
賞
の
受
賞
」
　

　
白
鷹
町
ま
ち
づ
く
り
複
合
施
設

　

令
和
元
年
３
月
、
白
鷹
町
ま
ち
づ
く

り
複
合
施
設
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

老
朽
化
し
、
耐
震
性
能
の
乏
し
い
役

場
庁
舎
と
中
央
公
民
館
の
建
替
え
に
あ

わ
せ
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
な

る
、
施
設
建
設
の
議
論
が
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

時
を
同
じ
く
し
て「
白
鷹
町
森
林
・

林
業
再
生
協
議
会
」
に
お
い
て
も
木
材

の
活
用
が
議
論
さ
れ
て
お
り
、
ま
ち
づ

く
り
複
合
施
設
に
つ
い
て
は
、
木
造
で

整
備
す
る
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
議
論
を
進
め
る
中
で
、
材
料
は
白

鷹
町
の
木
で
、
町
内
の
事
業
者
で
製
材

を
し
て
、
町
内
の
技
術
者
を
フ
ル
活
用

す
る
と
い
う
結
論
に
達
し
、
事
業
が
進

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
複
合
施
設
建
設
は
、
当

初
よ
り
想
定
さ
れ
て
い
た
森
林
資
源
の

循
環
や
、
町
内
を
中
心
と
し
た
地
域
経

済
の
循
環
の
他
、
地
元
建
築
技
術
者
の

育
成
や
町
民
の
交
流
拡
大
な
ど
多
く
の

効
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
森
林
の
生
産
か
ら
加
工
、
建
設

そ
し
て
利
用
ま
で
の
一
連
の
流
れ
を
地

域
内
で
実
現
し
た
事
が
評
価
さ
れ
、
令

和
２
年
度
木
材
利
用
優
良
施
設
コ
ン

ク
ー
ル
で
最
高
賞
で
あ
る
内
閣
総
理
大

臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

新 連 載

※「森林と共に（通年特集）」　1年にわたり白鷹町の森林・林業に係る取り組みを関係者へのインタビューも交えてお伝えします。

※前回までの連載コーナー「Ambitious」は、本誌の中で引き続き、隔月で紹介していきます。

ー町域の東部は白鷹丘陵、
　　西部は朝日山系、中央を
　　　最上川が流れ、豊かな自然に恵まれた町ー
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